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要 旨 小糸川 I:流部（千菓県君湘市盟英）で底生大堕無脊椎動物朴JO)淵責を行った．微生息環境として(])

平滑岩盤河I未とそこに形成された段差と岩盤の割れ目 (2) 瀬 (3) 淵 (4) ポットホール (5) ダム邸リターバッ

クのみられる流木堆梢物 (6) 岸壁のしたたり (7) サイドプールを区分し採集を行った．三岐腸目 1 科］種 Iｷ 

脚目 3 科 3 種昆虫網ではカゲロウ目 8 科 21 種トンボ目 5 科 7 種カワゲラ目 5 科 7 種カメムシ日 3 科

4 種，アミメカゲロウ目 2 科 3 種．コウチュウ目 5 科 7 種ハチ II I 科］種，ハ工目 8 科 18 種トビケラ「l

19 科 31 種0) 合計 11 目 60 科に屈する少なくとも 104 種類が確認された．瀬やダム）＼リリターパックのみられ

る流木堆梢物では，出現種数，個体数ともに多かったが，平滑岩盤河床とそこに形成された段差と岩盤の割れ

目，岸壁のしたたり， ポットホール， サイドプールなども流域の牛物多様性に貢献していることが示唆され

た．
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小糸川は，房総丘陵の安房高山（標高 365 m) の北

斜面を中心に清和県民の森一帯を水源とし，流路延長

は約 80km の河川である．小糸川上流（豊英）は，歴

い泥岩層の間に砂岩層や凝灰岩層が狭在し互層となっ

ているため，非常にもろく浸食を受けやすい，そのた

め深い谷を形成し極端な蛇行（穿入蛇行）を繰り返し

ている（篠崎 1996). 水深の浅い河床は平板状の広

い岩盤が，段差数センチの階段状にむき出しになって

いる． この河床の状態は，房総丘陵の典型的な河川地

形で，礫がほとんどなく勾配が緩やかな河床であるた

め平滑岩盤河床という名称が与えられている（池田，

2001). さらに平滑岩盤河床に形成されたポットホー

ル（甑穴： /II床の砂岩層が流水中の礫により穿たれた

穴）や河岸の側壁からの水のしみだし，培水時に移動

して形成された流木堆積物など，流域には他の流域に

は出現頻度の低いさまざまな河川環境がみられる． ま

たこの地域の降水量は，年間 2,000 mm を超える多雨

地域であり，浸食で形成された深い谷では一度の降雨

で lm 以上も水位が急激に増すことも珍しくなく（大

木，私信），この急激な増水も小糸川上流部の河川の底

生動物にとって大きな環境要因となっている．

千葉県内の主要河川における底生動物相およびその

主要構成要素である水生昆虫相の研究は，養老川水

系，小櫃川水系，夷隅川水系の 3 水系を中心に，岩田

(1963), 浅野ほか (1965), 匝嵯高校生物部 (1967), 田

中・吉田 (1970), 田中 (1971), 若林 (1975), 久居

(1979), 松丸 (1979), 内田 (1986) などの報告がある．

しかし，房総丘陵の上流部にみられる特徴的な地形や

環境投素と生物相の関係に着目し調査したものはほと

んどなく，内田 (1986) が断片的にとらえているにす

ぎなし'·
本稿では，典型的な房総丘陵の河川環境をもつ小糸

川上流域の底生大型無脊椎動物相とその特徴を微生息

環境 (microhabitat) との関係でとらえること，房総丘

陵の山地渓流での自然観察会実施にあたっての崩礎資

料を得ることを目的とした．

調査地点と方法

調査地点は，君津市豊英の清和県民の森内に位置す

る小糸JII上流域の 3 区域 (Site 1, Site 2, Site 3) を設

定し， 3 区域に以下の 7 つのカテゴリーの微生息環境

を 4~14 地点，選定した（図 1, 表 1). 微生息環境の

区分は (1) 平滑岩盤河床とそこに形成された段差と岩

盤の割れ目 (plane-bed channel formed on bedrock 

and its step and/or crack): 浸食によって平滑化した

岩盤底とそこに形成された 5~10cm 程度の小規模な

岩盤の段差と深さ 5~15 cm 程度の岩盤の割れ目（図

2-1-1, 2). (2) 瀬 (riffle): 礫で形成されている河川形

態でいう瀬（図 2-2-11). (3) 淵 (pool): 瀬と対になっ

た淵で底は主に砂礫で形成される. (4) ポットホール

(pot hole): 平滑岩盤河床に形成された甑穴（図 2-1-

3, 4). (5) ダム型リターパックのみられる流木堆積物

(woody debris): 出水時に周辺の斜面から崩落したか

上流から流れついた大木の下に堆積した大星の落葉落
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平良裕之・倉西良一

図 1. 小糸川上流域の調査地点の位置（君津市豊英）．
Fig 1. Sampling sites at the upper reaches of the Koito-gawa R., Kimitsu-shi. 
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小糸川片流の底生動物相

表 1. 調蒼地点の微生息環境および水深，基質
Table 1. Microhabitat types, water depth and substrata of sampling sites. 

Site Microhabitat type Wate(cr md) epth Substrata 

Site 1 81-1 Plane-bed channel* 5~15 Base rock, pebble fit into the crack 
S1-2 Plane-bed channel* 5~10 Base rock, pebble fit into the crack 
Ph-I Pot hole 30~200 Sand-pebble, cobble, boulder, large rock, leaf 
Ph-2 Pot hole 30~50 Sand-pebble, cobble, boulder 

Side pool 5~10 Mud-sand, pebble, cobble, leaf 

Site 2 S2-1 Plane-bed channel* 2~5 Base rock, pebble fit into the crack 
S2-2 Plane-bed channel* 2~7 Base rock, pebble fit into the crack, leaf 
R2-l Riffle 10~15 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 
Ph2-l Pot hole 30~100 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 

Ph2-2 Pot hole 30~70 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 

Wd2-1 Woody debris 50~100 Wood, sand-pebble, cobble, boulder, large rock, leaf 

Wd2-2 Woody debris 100~200 Wood, sand-pebble, cobble, boulder, large rock, leaf 
D2-1 0.5> Base rock, moss mat 
D2-2 Dripping cliff 0.2> Base rock 
D2ー3 Dripping cliff 0.2> Base rock 
D2-4 Dripping cliff 1.0> Base rock, moss mat 

D2-5 Dripping cliff 0.5> Base rock 

Site 3 R3-l Riffle 10~15 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 
R3-2 Riffle 10~20 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 
P3-l Pool 20~40 Sand-pebble, cobble, boulder, leaf 

P3-2 Pool 10~30 Sand-pebble, cobble, leaf 

Wd3-l Woody debris 10~20 Wood, mud-sand, pebble, cobble, boulder, leaf 

Wd3-2 Woody debris 10~30 Wood, mud-sand, pebble, cobble, boulder, 

Large rock, leaf 

*: Plane-bed channel formed on bed rock and its step and/or cracks. 

枝（図 2-1-5, 6). (6) 岸壁のしたたり (dripping

cliff): 地層の間からの水のしみだし（図 2-2-7, 8, 9, 

10). (7) サイドプール (side pool): site 1 の本流脇に

出現した水溜り（図 2-2-12).

調査日は，春季： 2002 年 4 月 29 日 (Sl-1·2, Phl-

1ｷ2, S2-1ｷ2, R2-l, Ph2-1ｷ2, Wd2-1ｷ2, D2-1ｷ2), 

2002 年 5 月 13 日 (Wd2ー3 ・ 4,D2ー3~5, S3-lｷ2, P3-

lｷ2, Wd3-lｷ2), 晩夏： 2002 年 9 月 l 日 (Sl-1·2,Ph

1-1ｷ2, S2-lｷ2, R2-l, Ph2-lｷ2, Wd2-4, R3-l, P3-2, 

Wd3-2), 2002 年 9 月 2 日 (Wd2-l·2, D2-1~5, P3-

1, Wd3-l), 冬季： 2002 年 11 月 29 日 (Wd2-l, D2-

1~5, R3-1, P3-lｷ2), 2002 年 12 月 2 日 (Sl-1·2, Ph 

1-2, R3-2), 早春： 2003 年 3 月 l 日 (Sl-1·2, Phl-1ｷ 

2, S2-lｷ2, R2-l, Ph2-lｷ2, R3-lｷ2, P3-lｷ2, W d3-lｷ 

2), 2003 年 3 月 3 日 (Wd2-l·2, D2-1~5), 補足とし

て， 2003 年 6 月 29 日 (Site 1 のサイドプール），

2003 年 9 月 29 日 (Site 1 のサイドプール）， 2003 年

12 月 12 日 (Phl-1,S2-lｷ2, R2-l, Ph2-lｷ2, Wd3-lｷ 

2) の 11 回であった．

現地での底生大型無脊椎動物の採集は，直接肉眼に

よる探索と手網（小型 D 型フレームネット，網目約 l

mm メッシュ）を用いて， 各調査地点で 30 分程度の

任意採集を行った．水生昆虫類の幼虫，成虫（甲虫目

やカメムシ目の一部）， 蛹は現地で選別し， 80% エタ

ノール中に保存して持ち帰り同定した．甲殻類は生体

のまま持ち帰り同定した．

結果と考察

1. 種構成

本調査で小糸川上流域での生息が認められた底生大

型無脊椎動物は，三岐腸目 l 科 l 種，十脚目 3 科 3

種，昆虫綱ではカゲロウ目 8 科 21 種 トンボ目 5 科

7 種，カワゲラ目 5 科 7 種カメム、ン目 3 科 4 種，ア

ミメカゲロウ目 2 科 3 種，コウチュウ目 5 科 7 種，ハ

チ目 1 科 l 種， ハェ目 8 科 18 種， トビケラ目 19 科

31 種の合計 11 目 60 科に属する少なくとも 104 種類

であった．

以下のリストの中で，幼虫では種までの確定ができ

なかったが，形態学的に差異が認められずー種だと考

えられるものには「~sp. ~の一種」，成虫の分布資料

で調査地域に複数種分布する場合やその可能性が高い

にもかかわらず幼虫の形態では種まで同定できない場
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図 2-1. 小糸川上流域の代表的な微生息環境 (1) . 1, 平滑岩盤河床とそこに形成された段差と岩盤の割れ目
(S1-1); 2, 同左 (S 1 -2); 3, ポ y トホー ル (Ph l - 1 ); 4, 同左 (Ph2- l); 5, 流木堆積物 (Wd2-1); 6, 同左 (Wd2-2).

Fig 2-1. Typical microhabitats of the upper reaches of the Koito-gawa R. (1). 1, plane-bed channel 

formed on bedrock and its step and/or crack (S1-1); 2, ditto (S1-2); 3, pot hole (Phl-1); 4, ditto (Ph2-

l); 5, woody debris (Wd2-l); 6, ditto (Wd2-2). 

合 「~nondet. ~の種群」として扱った．分類群ごと

に学名，和名，採集地点番号， （一部の標本には，千葉

県立中央博物館収蔵匝登録番号 CBM-ZI), 採集年月

日を示したまた，注釈として，本調査地点での生息

状況，同定にあ たり 留意 したこと，分布，生態に つ い

て知見を加えた．

小糸川上流の底生大型無脊椎動物目録

Phylum PLATYHELMINTHES へん形動物門

Class TURBELLARIA ウズム、ン綱

Order TRICLADIDA 三岐腸目

Family Dugesiidae ドゥゲ ッ シア科

L Dugesia japonica Ichikawa and Kawakatsu 

ナミウズムシ

［採集記録] Ph2-2, 29- IV—2002; W d2-4, D2-5, R3-

一 50 ―



小糸川上流の底生動物相

図 2-2. 小糸川上流域の代表的な微生息環境 (2 ) . 7, 岸壁のしたたり (D2- l ) ; 8, 同左 (D2-2); 9, 同左 (D2-5);
10, 同左 (D2-4); 11, 瀬 (R3- l ); 12, サイ ド プール (Site 1). 

Fig 2-2. Typical microhabitats of the upper reaches of the Koito-gawa R. (2). 7, dripping cliff, (D2-

l); 8, ditto, (D2-2); 9, ditto, (D2-5); 10, ditto, (D2-4); 11, riffle (R3-l); 12, side pool, (Site 1). 

Iｷ2, 13-V —2002; R2-l, R3-lｷ2, Wd3-2, 01- IX— 

2002; R3-l, P3-2, 29-Xl-2002; Phl-2, R3-2, 02-

Xll-2002; Phl-1, R3-1ｷ2, OHII-2003. 

［注釈］ 調蒼時期を通して， 主に礫の瀬や淵のほか，

落葉 ・ 落枝が堆積する流木の下で得られた·

千葉県での分布は， ほぼ全域に及び，水温 15~

19℃前後の清冽な湧水 (pH7~6, 5 程度）や，その下

流域に生息する （郡司， 2002) , 日本全域のほか，台

湾韓国，中国（東部），ロシ ア（ウラジオス ト ク付近）

に分布している （田中， 2003)

Phylum ARTHROPODA 節足動物門

Class CRUSTACEA 甲殻綱

Oder DECAPODA 十脚目

Family Atyidae ヌマエビ科

2. Paratya compressa improvisa Kemp 

ヌカエビ

［採集記録] Phl-1, Ph2-2, 29- IV—2002; Wd2-3ｷ4, P 

3-1, Wd3-l, 13- V—2002; Ph 1-2, Ph2-2, P3-2, 01-

IX—2002; W d2-Iｷ2, 02- IX—2002; Wd2-l, R3-l, 29-

XI-2002; Phl-1, Ph2-l, R3-lｷ2, Wd3-l, 01-111-

2003; Phl-1, Ph2-2, 12-XIl-2003. 
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［注釈］ 落葉の堆積する淵などの堆積型リターパッ

ク，流れが緩く，落葉・落枝が堆積する流木の下で多

くの個体が得られた．

相澤 (1996) は，小糸川ではヌマエビを記録してい

るが，調査地では調査期間を通しヌカエビのみが得ら

れた．東北～関東地方に分布し，非回遊性で淡水域だ

けに育つ（新島 2001), 従来，ヌカエピはヌマエビの

亜種とされてきたが， Ikeda et al. (1994, 1996) や

Nishino (1981), 池田 (1999) による地方変異やアイ

ソザイムの分析から，別種である可能性が指摘されて

いる．

Family Cambaridae アメリカザリガニ科

3. Procambarus clarkii (Girard) 

アメリカザリガニ

［採集記録] Wd2-4, 13-V—2002. 

［注釈］ 流れが緩く，落葉・落枝が堆積する流木の下

で得られた．調査水域では稀であった．

上田 (1970) によれば，小糸川では 1957 年 7 月に

すでに採集の記録がある．原産地は北米大陸でロッ

キー山脈以東に分布し，ルイジアナ州南部のミシシッ

ピー川下流のデルタ地帯の沼や潟に多く生息し，日本

にはウシガエル（食用ガエル）とともに移入され，現

在では本州，四国，九州に拡散分布している（上田，

1970). 水底が泥質で，比較的浅い止水域を好み，水

田や用水路，池沼などに生息する．繁殖期は 6 月から

10 月で，卵径 2mm の卵を 80~650 個生む（鈴木・

佐藤 1994).

Family Potamidae サワガニ科

4. Geothelphusa dehaani (White) 

サワガニ

［採集記録] Wd2-1ｷ2, 29-IV —2002; Wd2ー3, R3-lｷ 

2, 13-V—2002; W d 2-2, D 2-1, P 3-1, 02-IX—2002; 

R3-l, P3-2, 29-XI-2002; R3-2, 02-XII-2002; Phl-

1, R3-2, W d3-2, 0 l -Ill-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，礫の瀬や流木の下部に礫

や落葉が堆積した場所で得られた．

小糸川では，植畑，三島湖ダム下，奥米，清和市場，

宿原（相澤， 1996) から採集の記録がある．本州～九

1-i'I に分布する．中上流域の清流，沢，湧水など砂礫や

小石の多い場所を好んで生息する．純淡水産であり，

夜行性で昼間は礫の物陰にひそみ，夜間に活発に活動

する（鈴木• 佐藤， 1994).

Class INSECT A 毘虫綱

Oder EPHEMEROPTERA カゲロウ目

Family Leptophlebiidae トビイロカゲロウ科

5. Paraleptophlebia westoni Imanishi 

ゥェストントビイロカゲロウ

［採集記録] R2-1, CBM-ZI 95582, 29-IV —2002; Wd 

2-3, Wd3-1ｷ2, 13-V—2002. 

［注釈J 4 月， 5 月に淵や流木の下部の落葉の堆積し

た場所で得られた．調査地域では稀である．

県内では，滝ノ沢（猪ノ川，君津市郷台畑）から初

記録として報告されている（石綿， 2001). 北海道，本

州，九州に分布する (Ishiwata, 2001). 終齢幼虫の体

長は， 7~9mm で寒地性のカゲロウとして知られて

いる（御勢 1980a).

6. Paraleptophlebia non det. 

トビイロカゲロウ属の種群

［採集記録] Ph2-1, Ph2-2, CBM-ZI 95583, Wd2-1, 

29-IV —2002; Wd2ー3 ・ 4, R 3-1ｷ2, P 3-2, W d 3-1ｷ2, 

13-V—2002; S1-1, Ol-III-2003. 

［注釈] 4 月， 5 月に落葉の堆積する淵や流木堆積物，

礫の瀬にみられるダム型リターバックで多くみられ

た．

石綿 (2001) によれば，千葉県から本属のうち Par­

aleptophlebia westoni Imanishi ウェストントビイロ

カゲロウと， Paraleptophlebiajaponica (Ma ts um ura) 

ナミトビイロカゲロウが記録されている． しかしナミ

トビイロカゲロウに近縁な未記載種が存在し，幼虫で

の識別は現在のところ困難であるため，本稿では属ま

での同定にとどめた．

7. Thraulus grandis Gose 

オオトゲエラカゲロウ

［採集記録] Ph 2-2, CBM-ZI 95584, 29-IV —2002; 

Wd3-1ｷ2, 13-V—2002; Phl-2, 02-XII-2002; Phl-1ｷ 

2, P3-l, Wd3-2, Ol-III-2003; Wd3-l, 12-XII-2003. 

［注釈］ 落葉が多く堆積した甑穴（ポットホール）や

流木の下部などに形成される堆積型リターパック中で

得られた．

県内では．猪ノ川から初記録として報告されている

（石綿, 2001). 本州．九州．沖縄（沖縄本島）に分布

する (Ishiwata, 2001). 本属の幼虫は，中・下流域の

川岸や，淵．湖沼のゴミや落葉などの間または砂泥底

に生息する（御勢, 1980a). なお，本種の同定は．石

綿 (2001) の特徴に従った．

Family Ephemeridae モンカゲロウ科

8. Ephemera japonica McLachlan 

フタスジモンカゲロウ

［採集記録] Phl-1, CBM-ZI 95585, Phl-2, R2-l, 
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Ph2-lｷ2, Wd2-lｷ2, 29-IV —2002; Wd3-l, 13-V— 

2002; Phl-2, R2-l, Ph2-2, R3-1ｷ2, Wd3-2, 01-IX — 
2002; R3-l, P3-2, 29-XI-2002; Phl-2, R3-2, 02-

XII-2002; Phi-Iｷ2, R3-2, P3-lｷ2, W d3-2, 01-IX — 
2002; R3-l, P3-2, 29-Xl-2002; Phl-2, R3-2, 02-

XII-2002; Phi-Iｷ2, R3-2, P3-lｷ2, P3-Iｷ2, W d3-2, 

Ol-III-2003; Wd2-1ｷ2, 03-III-2003; Phl-1, S2-1, 

Ph2-1ｷ2, Wd3-l, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，落葉や砂が堆積した淵や

流木の下部，礫の瀬のダム型リターバック中に多くみ

られた．

小糸川では，尾崎，豊英（千葉県教育委員会，

1998), このほか県内では，長尾川，岡本川，岩井川，

養老川，古敷谷川，平蔵川，小草畑川，小櫃川，二間

川，袋倉川，長者川，温石川，猪バ II (内田， 1986; 倉

西， 1993; 宮野ほか， 1994; 石綿， 2001) から報告さ

れている．北海道，本州，四国，九州のほか，ロシア
に分布する (lshiwata, 2001). 上・中流域の比較的清

冽な水域の砂泥底に生息し，年一世代で初夏から晩夏

にかけて羽化する（御勢， 1985).

Family Caenidae ヒメシロカゲロウ科

9. Caenis non det. 

ヒメシロカゲロウ属の種群

［採集記録] P3-2, Wd3-l, CBM-ZI 95588, Wd3-2, 

13-V—2002; Phl-2, R2-l, Wd3-2, 01-IX —2002. 

［注釈］ 礫間に砂や落葉が堆積した淵や平滑岩盤河床

の割れ目．瀬のダム型リターバック中で得られた．

幼虫の形態からは 1 種だと思われるが．成虫を含め

た分類学的な検討がされていないので，本稿では種群

として扱った．本属の幼虫の記録としては，小糸川で

は．上総高下（相澤, 1996), このほか県内では．岡本

川．長尾JII. 養老JII, 平蔵川，小草畑川，小櫃川，猪
ノ川（内田， 1986; 倉西， 1993; 宮野ほか， 1994; 石綿，

2001) から報告されている．本科の幼虫は，湖沼の浅

い水底の水草の間や．湖岸や川岸．淵の泥底などに生

息する（御勢, 1980b). 

Family Ephemerellidae マダラカゲロウ科

10. Drunella ishiyamana Matsumura 

ヨシノマダラカゲロウ

（図 3-1-2)

［採集記録] S 2-2, CBM-ZI 95586, R 2-1, 29-IV — 

2002; R3-l, Wd3-l, 13-V—2002. 

［注釈］ 春季に，平滑岩盤河床の割れ目や瀬などの礫

間で得られた．

また， 2002 年 4 月 29 日， Site 2 の平滑岩盤河床

で，本種が前肢を前方に開いて静止し， コカゲロウ類

が遊泳してくると，瞬時に前肢を閉じて捕らえようす

る行動を十数回観察した．この行動は， 4~6 回程度

行ってから葡匈して位置を移動し，また同じ行動を繰

り返した． 約 10 分程度の観察のうち， 一度だけコ力

ゲロウ類の尾毛を挟み込んだが，暴れたため尾毛がち

ぎれ採り逃がしている. Imanishi (1938) によれば，

すでにマダラカゲロウ科の中で，オオマダラカゲロウ

のような大きいサイズの種は動物食であることを推察

しており，石綿 (1989) は，本属の多くの種について前

肢の形態に捕食肢としての機能があることを指摘して

いる．本種は動物食の性質をもつとされるが，その生

態はほとんどわかっていない（石綿・稲田， 1996). 

今回，観察された行動は，本種が待ち伏せ型の採餌行

動をすることを示唆している．

県内では，養老川，古敷谷川，平蔵JII, 猪ノ川（内

田， 1986; 宮野ほか， 1994) から報告されている．北

海道，本州，四国，九ヽ州のほか，韓国， ロシアに分布

し (Ishiwata, 2001), 山地渓流に多いが，平地流にも

生息する（石綿・稲田， 1996). 成虫は 6 月から 9 月

にかけて出現する（石綿， 1989).

11. Ephacerella longicaudata (Ueno) 

シリナガマダラカゲロウ

［採集記録] Ph 1-2, 02-XII-2002; S 1-2, CBM-ZI 

95587, R3-l, P3-l, Ol-III-2003. 

［注釈］ 冬季から早春に，平滑岩盤河床の甑穴（ポッ

トホール）や礫の瀬まで，幅広い水域で得られた．

小糸川では，尾崎，豊英（千葉県教育委員会，

1998), このほか県内では，小櫃川（内田， 1986) か

ら報告されている．本州，四国，九州のほか，韓国，

ロシアに分布する (Ishiwata, 2001). 流水域から湖岸

などの止水域にも生息し，終令幼虫の体長は 12 mm 

で， 3~4 月に羽化する（山崎， 1987).

12. Ephemerella setigera Bajkova 

クシゲマダラカゲロウ

［採集記録] Wd3-1, Wd3-2, 13-V—2002; R3-2, 01-

IX—2002. 
［注釈] 5 月， 9 月に， 礫の瀬や流木の下部に礫が堆

積した場所で得られた．

小糸川では，清和公民館（相澤， 1996), このほか県

内では，岡本川，岩井川，養老川，古敷谷川，平蔵川，

小草畑川，江戸川（内田， 1986; 倉西， 1993; 宮野ほ

か， 1994; 石綿 2001) から報告されている．北海道，

本州， 四国， 九州のほか， 韓国， ロシアに分布する

(lshiwata, 2001). 中・下流に生息する種であるが，多

摩川水系では上流域から中流域下方まで広く生息する

（山崎， 1987).

I 3. Torleya japonica (Gose) 

ェラプタマダラカゲロウ

［採集記録] SI-I, R2-I, Ph2-2, 29-IV —2002; S2-2, 
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01-IX —2002; S1-1, R3-l, 01-III-2003; R2-l, 12-

XII-2003. 

［注釈］ 礫間に砂や落葉が堆積した甑穴（ポットホー

ル）や平滑岩盤河床の割れ目，瀬のダム型リターパッ

ク中で得られた．

小糸川では，奥米， 日出橋，清和公民館，古川橋，

上総高下（相澤， I 996), このほか県内では，江戸川

（石綿， 2001) から報告されている．北海遣，本州，四

国，九州に分布する (lshiwata, 2001). 砂利のような

礫底で， シルトなどが堆積した場所に多く生息、し，春

と秋に羽化する（石綿， 1989).

14. Uracanthella punctisetae (Matsumura) 

ァカマダラカゲロウ

（図 3-1ー3)

［採集記録] S1-1, S2-2, R2-l, Ph2-l, 29-IV —2002; 

Wd2-4, R3-lｷ2, 13-V —2002; R3-2, W d3-2, 01-IX — 

2002; R 2-1, R 3-1, 0 l-III-2003; W d 3-1, 12-XII-

2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，平滑岩盤河床の割れ目，

礫の瀬や流木の下部に礫か堆積した場所で得られた．

小糸川では，日出橋，清和公民館，古川橋，豊英（相

澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), このほか県内で

は，岡本川，岩井川，養老川，古敷谷川，小草姐1/11,

猪ノ川（倉西， 1993; 宮野ほか， 1994; 石綿， 2001) か

ら報告されている．北海道，本州，四国， )L州のほか，

韓国， ロシアに分布し (lshiwata, 2001), 幼虫ば河川

の瀬の礫底に生息する（石綿， 1989).

Family Ameletidae ヒメフタオカゲロウ科

15. Ameletus montanus Imanishi 

ヒメフタオカゲロウ

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95570, Phl-1ｷ2, R2-l. 

Ph2-l, W d2-lｷ2, 29-IV —2002; R3-l, 13-V —2002;R 

3-1, P3-l, 29-XI-2002; Phl-2, 02-XII-2002; Phlｭ

lｷ2, S2-1ｷ2, R2-l, Ph2-lｷ2, R3-lｷ2, P3-2, Wd3-lｷ 

2, 0 l-III-2003; W d2-lｷ2, 03-III-2003; S2-2, 12-

XII-2003. 

［注釈］ 早春に，付着藻類がみられる平滑岩盤河床や

落葉の上などに多くの個体が観察された．

県内では，猪ノ川から初記録として報告されている

（石綿， 2001). 従来，本属の幼虫における区別は，上

唇の斑紋や大顎の犬歯の形によって，本種と本属の既

知種から分けられる特徴とされてきた Omanishi,

1930; 今西， 1940; 御勢 1979a). しかし石綿 (2001)

は，前述のいずれの特徴でも本種を明確に区別できな

いとし，本種の新たな特徴として終齢幼虫（雄）の陰

茎の先端部に相当する部位が丸く，腹面に刺があるこ

とを指摘し，検索表では第 6~8 腹節腹板の後縁の中

央部を除き鋸状の小突起が並ぶことや第 9 腹節腹板

の後縁に棘がないとしている．本調査では，春季に得

られた終齢幼虫（雄）を含め上記の特徴を確認した．

北海道，本）小I, 九州のほか，韓国に分布している (lshi­

wata, 2001). 

Family Baetidae コカゲロウ科

16. Baetiella japonica (lmanishi) 

フタバコカゲロウ

［採集記録] S2-1, CBM-ZI 95571, Wd2-2, 29-IV — 

2002: S2-1. R3-1, 0 l -IIl-2002. 

［注釈J 3 月， 4 月に， 主に礫底の瀬でわずかに得ら

れた．調査水域では稀であった．

石綿 (2001) では，本種の幼虫には尾毛の内側に遊

泳毛のある個体もいることを指摘しており，今回採集

されたものにも尾毛の内側に遊泳毛がある個体を得て

いる．小糸JII では，尾崎，豊英（千葉県教育委員会，

1998), このほか県内では，小櫃川（内田， 1986) か

ら報告されている．北海道，本朴I, 四国，九朴I に分布

する (lshiwata, 200 I). 幼虫は体長 6~7 mm, 5 月ご

ろ羽化し，多摩川水系では標裔 1,500 m あたりの上流

域から中流域下方まで広く生息する（山崎， 1987),

17. Baetis thermicus Ueno 

シロハラコカゲロウ

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95572, SI-2, S2-1ｷ2, 

R2-l, 29-JV —2002; W d2-4, D2-4ｷ5, R3-lｷ2, W d3-

lｷ2, 13-V —2002; S1-1ｷ2, S2-1ｷ2, R3-l, Wd3-2, 01-

IX—2002; Wd2-l, R3-l, 29-XI-2002; S1-1, R3-2, 

02-XII-2002; S1-2, S2-1ｷ2, R2-1, R3-Iｷ2, P3-2, 

Wd2-lｷ2, 01-111-2003; Wd2-Iｷ2, D2-4, 03-III-

2003; S2-1ｷ2, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，落葉の堆梢する淵や流木

図 3-1. 小糸川上流域の水生昆虫 (1). 体長は括弧内に示した. 1, チラカゲロウ (12.4 mm); 2, ヨシノマダラ
カゲロウ (10.3 mm) ; 3, アカマダラカゲロウ (6.1 mm); 4, ヤマサナエ (33.4 mm); 5, ミルンヤンマ (22.9

mm); 6, フタッメカワゲラ属の一種 (15.8 mm); 7, ヘビトンボ (32.3 mm); 8, キベリヒラタガムシ (9.4 mm); 

9, ヒラタドロムシ (6.9mm).

Fig 3-1. Aquatic insects of the upper reaches of the Koito・gawa R. (1). Body length in parenthesis. 1, 

Isonychia japonica (12.4 mm); 2, Drunella ishiyamana (10.3 mm); 3, Uracanthella punctisetae (6.1 mm); 4, 

Asiagomphus melaenops (33.4 mm); 5, Planaeschna milnei (22.9 mm); 6, Neoperla sp. (15.8 mm); 7, 
Protohermes grandis (32.3 mm); 8, Enochrus japonicus (9.4 mm); 9, Mataeopsephus japonicus japonicus 
(6.9mm). 

55 -



平良裕之・倉西良一

堆積物，礫底の瀬で多く得られた．早春に，平滑岩盤

河床のほか，礫底の淵や瀬で高密度にみられた．

県内では，養老川，小草畑Jll, 小櫃川，二間川，袋

倉川，温石川，猪ノ川（内田， 1986; 宮野ほか， 1994;

石綿， 2001), 千葉市内の湧水流など（倉西， 1994,

1997) から記録がある．北海道，本州，四国，九朴I,

沖縄のほか，韓国，ロシア，台湾に分布する (lshi­

wata, 2001). 日本産のコカゲロウ，とくに冬季に採

集される幼虫としては， もっとも一般的な種類である

（小林， 1989).

18. Baetis yoshinensis Gose 

ヨシノコカゲロウ

［採集記録] W d2-3, CBM-ZI 95573, W d2-4, R3-1ｷ 

2, 13-V—2002; R3-1ｷ2, 01-IX —2002. 

［注釈] Site 2 より下流の礫の瀬や流木の下部に礫が

堆積した場所で得られた．

県内では，長尾川，岡本川，養老川，小草畑JII. 小
櫃/II, 猪ノ川（内田， 1986; 倉西， 1993; 宮野ほか，

1994; 石綿， 2001) から報告されている．北海道，本

朴,. 四国，九朴,. 沖縄（沖縄本島）のほか，台湾まで

広く分布し (Ishiwata, 2001), 河川の上流域から中流

域に生息する（小林， 1989).

19. Baetis spp. 

コカゲロウ属の数種

［採集記録] S1-1, R2-l, CBM-ZI 95574, 29-IV-

2002; Wd2-4, R3-l, 13-V—2002; S1-2, Phl-2, S2-2, 

R2-1, R3-2, 01-IX —2002; S1-1, 02-Xll-2002; S2-1, 

CBM-ZI 95575, Ol-Ill-2003; S2-2, 12-XII-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，調査地域の広い範囲で得

られた．

本属の幼虫では前述した 2 種のほか，小林 (1987)

が記号で整理した未記載の幼虫 (Baetis sp. E, Baetis 

sp. H) を含む少なくとも 3 種以上が生息しているもの

と考えられるが，種が特定できないため，これらを数

種として扱った．

20. Procloeon sp. 

ヒメウスバコカゲロウ属の一種

［採集記録] Ph 2-2, CBM-ZI 95576, 29-IV —2002; 

Wd2-3 ・ 4, 13-V—2002. 

［注釈] Site 2 より下流で，春季 (4 月下旬， 5 月中

旬）に礫の瀬や流木の下部に礫が堆積した場所で得ら

れた．

石綿 (2001) によれば，県内での初記録として，滝ノ

沢（猪ノ川，君津市郷台till) から報告されている．

Family lsonychiidae チラカゲロウ科

21. /sonychia japonica (Ulmer) 

チラカゲロウ

（図 3-1-1)

［採集記録] R2-l, CBM-ZI 95577, Wd2-1ｷ2, 29-

IV—2002; Wd2-3, R3-2, Wd3-2, 13-V—2002; R3-lｷ 

2, 01-IX —2002; R3-2, 02-XIl-2002; R2-l, R3-l, 01-

III-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，礫の瀬や流木の下部に礫

が堆積した場所で得られた．平滑岩盤河床では得られ

ていない．

小糸川では，奥米，日出橋，清和公民館，尾崎，豊

英（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), このほか

県内では，岡本川，小草畑川，養老川，小櫃川，猪ノ

川，利根川（内田， 1986; 倉西， 1993; 宮野ほか， 1994;

石綿， 2001) から報告されている．北海道，本州，四

国，九州のほか，中国，韓国，ロシアに分布する

(lshiwata, 2001), 河川の上流から下流域まで広く生

息し， 終令幼虫の体長は約 18mm に達する大型の幼

虫で， 5~6 月頃と 9~10 月頃に羽化する（御勢，

1979b). 石綿 (2001) によれば， 日本の比較的大きな

河川の中・下流域に，近縁種が生息することを報告し

ている．

Family Heptageniidae ヒラタカゲロウ科

22. Cinygmula sp. 

ミヤマタニガワカゲロウ属の一種

［採集記録] R 2-1, CBM-ZI 95578, 29-IV —2002; 

R3-1ｷ2, 13-V—2002. 

［注釈］ 春季に，礫の瀬のみで得られた．調査水域で

は稀であった．

県内では，本属のうち Cinygmula dorsalis (lmaniｭ

shi) セスジタニガワカゲロウが小櫃川，猪ノ川から報

告されている（石綿， 2001). 本属の終齢幼虫は，体長

6~9mm で，川の平瀬（緩流）に生息し，成虫は春か

ら初夏に羽化する（御勢， 1979d).

23. Ecdynurus non det. 

夕ニガワカゲロウ属の種群

［採集記録] R2-l, CBM-ZI 95579, Ph2-l, 29-IV — 

2002; Wd2-3, R3-lｷ2, Wd3-l, 13-V—2002: R2-l, 

R3-1ｷ2, Wd3-2, 01-IX —2002; S1-2, 02-XII-2002; R 

3-1, 01-III-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，礫の瀬や流木の下部に礫

が堆積した場所で得られた．

石綿 (2001) によれば，小型 (10mm 未満）のタニ

ガワカゲロウ属は，千葉県内において， Ecdynurus

scalaris Kluge ヒメタニガワカゲロウのほかに，近縁

な未記載の種が存在することを報告している．本稿で

は，御勢 (1979c) による Ecdynurus kibunensis Ima-
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nishi キブネタニガワカゲロウの特徴と一致する個体

を得ているが，県内での確かな記録がないため属まで

の同定にとどめた．

24. Epeorus ikanonis Takahashi 

ナミヒラタカゲロウ

［採集記録] SI-I, CBM-ZI 95580, R3-2, 02-XII-

2002; SI-I, R2-I, R3-Iｷ2, 01-III-2003; S2-I, W d3-

2, 12-XII-2003. 

［注釈] 12 月， 3 月に平滑岩盤河床の段差や割れ目，礫

の表面上で得られた．

小糸川では，尾崎，豊英（千葉県教育委員会，

1998), このほか県内では，養老川，小櫃川，猪ノ川

（内田， 1986; 宮野ほか， 1994; 石綿， 2001) から報告

されている． 北海道， 本州， 四国， 九州に分布する

(lshiwata, 2001). 山地渓流から中流域上方にまで生

息し，終齢幼虫は約 10 mm で早春に羽化する（山崎，

1987). 

25. Epeorus latifolium Ueno 

ェルモンヒラタカゲロウ

［採集記録] S2-1, CBM-ZI 95581, OHX —2002. 

［注釈J 9 月に礫底の瀬で得られた． 調査地域では稀

であった．

小糸川では，奥米， 日出橋，清和公民館，尾崎，豊

英（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), このほか

県内では，長尾川，養老川，古敷谷川，平蔵川，小草

畑川，小櫃川，猪ノ）II, 利根川（内田， 1986; 倉西，

1993; 宮野ほか， 1994; 石綿， 2001) から報告されて

いる．従来，本種と近縁の Epeorusnapaeus Imanishi 

夕ニヒタラカゲロウとの区別点として，幼虫では葉状

の鯉に紫斑点を半分以上占めていること（御勢 1979

c), 第 9 腹節の後縁の切れ込みの輻が深いこと（小

林， 1988) とされてきたが，石綿 (2001) ではいずれの

特徴によっても区別できないとした．本稿では，石綿

(2001) の県内での本属の検索表に従った．北海道，本

州，四国のほか，韓国に分布する (lshiwata,2001). 成

虫は晩春から初夏，初秋から晩秋に羽化することが知

られている（御勢， 1985).

Oder ODONATA トンボ目

Family Calopterygidae カワトンボ科

26. Mnais pruinosa Selys 

力ワトンボ

［採集記録] Wd2-1ｷ2, 02-IX —2002; W d2-I, P3-2, 

29-Xl-2002; Phl-1, CBM-ZI 95589, 01-111-2003; 

W d2-Iｷ2, 03-III-2003. 

［注釈］ 砂や落葉が多く堆積した甑穴（ポットホー

ル）や淵，瀬のダム型リターパック中で得られた．

本種の幼虫としての記録は，小糸川では，尾崎（千

葉県教育委員会， 1998), このほか県内では，小櫃川

（内田， 1986) などから記録があり，房総半島の丘陵

地帯の河川に多く生息する（鈴木， 2002). 本種の西

南日本亜種 Mnais pruinosa pruinosa Selys ニシカワ

卜ンボと，その東北日本置換亜種とされる M. pruin-

osa costalis Se!ys ヒガシカワトンボの幼虫は，平地か

ら山地に至る水生植物が繁茂するさまざまな清流に生

息する（石田， 1996).

Family Gomphidae サナエトンボ科

27. Asiagomphus melaenops (Selys) 

ヤマサナエ

（図 3-1-4)

［採集記録] P3-l, 13-V —2002; P3-2, Wd3-2, CBMｭ

ZI 95590, 01-IX —2002. 

［注釈] 5 月， 9 月に， 砂や落葉が多く堆積した淵や

流木堆積物中で得られた．

千葉県下では産地が少なく，房総半島南部に集中し

ている（松木ほか， 1993). 本）小I, 四国，九+卜I に分布し，

主に平地か低地の上流域の比較的緩やかな流れに生息

する．幼虫は砂泥底の挺水植物の根際や植物性沈梢物

がある淵やよどみに生息する（杉村ほか， 1999),

28. Davidius nanus (Selys) 

ダビドサナエ

［採集記録] Ph 1-1, Ph2-2, Wd2-l, 29-IV —2002; 

Ph 1-2, Ph2-l, R3-l, P3-2, W d3-2, 01-IX —2002; Wd 

2-1ｷ2, 02-IX —2002; R3-l, P3-l, 29-Xl-2002; S1-2, 

CBM-ZI 95591, 02-XIl-2002; Phl-1, Ph2-l, 12-

XIl-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，砂や落葉が多く堆積した

淵や流木堆積物中で得られた．

本種の幼虫としての記録は，小糸川では，豊英，尾

崎（千葉県教育委員会， 1998) などから報告がある．

房総半島の丘陵地帯の河川に生息し，君津市の丘陵地

には普通である（鈴木， 2002). 本州，四国，九州に分

布し，主に平地から山地に至る渓流のほか，大河川の

上・中流域にも生息する．幼虫は，緩やかな流れの砂

泥底の挺水植物の根元や植物性沈積物がある淵やよど

みに生息する（杉村ほか， 1999).

29. Sieboldius albardae Selys 

コオニャンマ

［採集記録] Ph2-l, CBM-ZI 95592, Ph2-2, W d2-l, 

29-IV —2002; Wd2-4, P3-lｷ2, Wd3-lｷ2, 13-V — 

2002; Phl-2, R2-l, Ph2-1ｷ2, Wd3-2, 01-IX —2002; 

Wd2-1ｷ2, 02-IX —2002; Wd2-l, 29-XI-2002; Wd2-

2, 03-III-2003; Ph2-Iｷ2, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，砂や落葉が多く堆積した

淵や流木の下部の堆積型リターパック中で得られた．
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本種の幼虫としての記録は，小糸川では，奥米，日

出橋清和公民館，尾崎，豊英（相澤 1996; 千葉県教

育委員会， 1998) などから報告されており，県内では

房総丘陵の中流域に多く生息する（鈴木， 2002). 日

本では北海道，本州，四国，九州に分布し，主に丘陵

地から山地を流れる河川の上流や中流域に生息する．

幼虫は，挺水植物の根元や流れの緩やかな砂礫底に生

息する（杉村ほか， 1999).

Family Cordulegasteridae オニヤンマ科

30. Anotogaster sieboldii (Selys) 

オニヤンマ

［採集記録] P3-2, Wd3-l, CBM-ZI 95593, Wdふ2,

13-V—2002. 

［注釈J 5 月に， 砂や落葉が多く堆積した淵や流木の

下部の堆積型リターバック中で得られた．調査水域で

は稀であった．

本種の幼虫としての記録は，小糸川では，奥米（相

澤 1996) などから報告されている．成虫は 6 月中旬

から 9 月にかけて県内全域にみられるが，近年，水質

の汚濁により減少しているとの報告もある（鈴木，

2002). 日本では南千島，北海道，本州，四国，九州お

よび琉球列島に分布し，平地から山地に至る小川や湧

水・湿地の滞水など， きわめて広範な陸水域に生息す

る．幼虫は，水底の砂泥の中や落葉など植物性沈積物

の下部などに生息している（杉村ほか， 1999).

Family Aeschnidae ャンマ科

31. Planaeschna milnei (Selys) 

ミルンヤンマ

（図 3-1-5)

［採集記録] Wd2-1, 29-IV —2002; Wd 2-4, 13-V— 

2002; Wd2-4, CBM-ZI 95594, Wd3-2, 01-IX —2002; 
Wd2-1, 29-XI-2002; Ph2-1, P3-2, 01-III-2003; Wd 

2-2, 03-III-2003; Ph2-2, Wd3-1, 12-XII-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して．砂や落葉が多く堆梢した

淵や流木の下部の堆積型リターパック中で得られた．

調査地域では普通にみられた．

本種の幼虫としての記録は，小糸川では．奥米．尾

崎（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), このほか

県内では，長尾川．小櫃川．二間川．袋倉川．（内田．

1986; 倉西, 1993) などから報告されており．房総丘

陵の河川に生息する（鈴木, 2002). 北海道南部から

本州．四国，九州に分布し．主に山間の森林に囲まれ

た薄暗い渓流に生息する．幼虫は．流れの緩やかな植

物性沈梢物の多い淵やよどみに生息する（杉村ほか．

1999). 

Family Corduliidae エゾトンポ科

32. Macromia amphigena amphigena Selys 

コヤマトンボ

［採集記録] Wd 2-1, 29-IV —2002; Wd 2ー3, P3-2, 

CBM-ZI 95595, 13-V —2002; Phl-1, Ph2-l, Wd2-4, 

W d3-2, 01-IX —2002; Wd2-I, 29-XI-2002; Ph2-2, 

0 l -III-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，砂や落葉が多く堆積した

淵や流木堆積物中で得られた．調査地域では普通にみ

られた．

本種の幼虫の記録としては，小糸川では，奥米（相

澤 1996) などから報告されており，主に房総丘陵の

河川中流域に生息する（鈴木， 2002). 本州，四国，九

州に分布し，主に丘陵地や低山地を流れる砂礫底や砂

泥底の河川のほか，湖岸や灌漑用のため池にも生息す

る．幼虫は，流れの緩やかな砂礫底のくぼみや植物性

沈積物の陰，砂泥底の挺水植物の根際などに生息する

（杉村ほか， 1999).

Oder PLECOPTERA カワゲラ目

Family Nemouridae オナシカワゲラ科

33. Amphinemura non det. 

フサオナシカワゲラ属の種群

［採集記録] D2-5, CBM-ZI 95596, R3-1, Wd3-2, 

13-V—2002; R2-1, R3-1, W d3-2, 01-IX —2002; R3-1, 

29-Xl-2002; S2-2, R3-1, P3-1ｷ2, W d3-1ｷ2, 01-III-

2003; Wd2-1, 03-IIl-2003; R2-1, Wd3-1, 12-XII-

2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，砂や落葉が多く堆積した

淵や流木堆積物のほか，岸壁からのしたたり程度の流

れでもみられた．

本属の幼虫の記録としては，小糸川では，尾崎，豊

英（千葉県教育委員会， 1998), このほか県内では，長

尾JII, 養老川，小櫃川，二間川，長者JII (内田， 1986;

倉西， 1993) から報告されている．フサオナシカワゲ

ラ属は，幼虫の形態で種を同定できない（川合・磯辺，

1985). 千葉県下から，オナシカワゲラ科は 2 属 12

種が確認され，このうちフサオナシカワゲラ属では

Amphinemura zonata Okamoto サトモンオナシカワ

ゲラや Amphinemura decimceta Okamoto ジュッポ

ンオナシカワゲラがよ＜みられる（清水， 2002).

34. Nemoura spp・

オナシカワゲラ属の数種

［採集記録] R2-l, Wd2-2, D2-1ｷ2, 29-IV —2002; 
Wd2-4, CBM-ZI 95597, D2-3, CBM-ZI 95598, D2-

5, Wd3-l, 13-V—2002; D2-1 ・ 3 ・ 4, 02-IX —2002; D2-

1ｷ2, 29-XI-2002; D 2-1ｷ2, 29-Xl-2002; Ph 1-1ｷ2, 

Ph2-lｷ2, R3-lｷ2, P3-1ｷ2, W d3-lｷ2, 0 l-III-2003; 

W d2-2, D2-1ｷ2, 03-III-2003. 
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［注釈］ 調査期間を通して，砂や落葉が多く堆積した

淵や流木堆積物，瀬の堆積型リターバソク中のほか，

秋季には岸壁からのしたたりで多く得られた．

本属の幼虫の記録としては，小糸川ては，奥米，尾

崎，豊英（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), こ

のほか県内では，長尾川，岡本川，小櫃川，二間川（内

田， 1986; 倉西， 1993) などから報告されている．オ

ナシカワゲラ属は，幼虫の形態で種が同定できない

（川合・磯辺， 1985). 千葉県下からは，オナシカワゲ

ラ属のうち， Nemoura uenoi Kawai ウエノオナシカ

ワゲラや Nemouraakagii Kawai アカギオナシカワゲ

ラなどがよくみられる（清水， 2002). Nemoura triｭ

vittata Shimizu ミスジオナシカワゲラは，清水

(2002) によれば房総丘陵以外では，記録の少ない種で

あるが房総丘陵では崖綿に水がしみだす環境に多くみ

られることを報告しており，本稿の Site 2 の岸壁から

のしたたりでみられた個体は本種の可能性が考えられ

る．

なお，千葉県下では分布の記録はないが（清水，

2002; Shimizu, 1994), オナシカワゲラ属の幼虫によ

く似た幼虫として，インドオナシカワゲラ属の幼虫が

知られている．インドオナシカワゲラ属の幼虫は，近

畿や四国に分布する幼虫の首にいぼ状の息恩があること

でオナシカワゲラ属の幼虫と区別できるが，そのほか

の地域では鯉がはっきりみえないこともあり同定は困

難であるとされる（丸山・高井， 2000),

Family Capniidae クロカワゲラ科

35. Capniidae non det. 

クロカワゲラ科の種群

［採集記録] R3-l, R3-2, CBM-ZI 95599, 01-IX — 

2002; Ph 1-2, R 3-2, 29-Xl-2002; R 3-1ｷ2, P 3-2, 

W d3-1ｷ2, 01-III-2003; W d2-2, 03-III-2003. 

［注釈］ 砂礫底に落葉が堆積した淵や流木堆怯物，瀬

の堆積型リターパック中で得られた．

本科の幼虫の記録としては，小糸川では，尾崎，豊

英（千葉県教育委員会， 1998), このほか県内では，養

老川，小櫃川，長者川（内田， 1986) から報告されて

いる．千葉県下から，クロカワゲラ科のうち 2/萬 5 種

が確認されている．房総丘陵の渓流でも比較的多くみ

られ， 1~2 月の暖かな日には， Capnia asakawana 

Kohno アサカワクロカワゲラや C. bituberculata 

Ueno フタトゲクロカワゲラが見られる（清水，

2002). 本科の幼虫は，流れの緩い瀬および淵の落葉

中にすみ，源流から中流まで普通に生息する（内田，

1986). 

Family Perlodidae アミメカワゲラ科

36. Stavsolus japonicus (Okamoto) 

ヤマトアミメカワゲラモドキ

［採集記録] S 1-1, 02-XII-2002; S 2-2, CBM-ZI 

95600, Ol-III-2003. 

［注釈J 3 月， 12 月に，平滑岩盤河床の段差や割れ目

で得られた．調査水域では稀であった．

本属の幼虫の記録としては，小糸川では，豊英（千

葉県教育委員会， 1998), このほか県内では，小櫃川

（内田， 1986) から報告されている．千葉県では，本科

のうち， 3 属 6 種が確認されている（清水， 2002). 日

本に広く分布する普通種で， 4~5 月に成虫が出現す

る（川合・磯辺， 1985).

Family Perlidae カワゲラ科

37. Neoperla non det. 

フタッメカワゲラ属の種群

（図 3-1-6)

［採集記録] Phl-1ｷ2, 82-2, R2-l, Ph2-1ｷ2, Wd2-

lｷ2, 29-IV —2002; Wd2-3, CBM-ZI 95601, Wd2-4, R 

3-1•2, P3-2, Wd3-1ｷ2, 13-V —2002; Phl-2, R2-l, R 

3-1, P3-2, Wd3-2, 01-IX —2002; Wd2-l, P3-2, 29-

XI-2002; 81-2, Ph 1-2, R3-2, 02-XII-2002; Ph 1-1• 

2, Ph2-lｷ2,R3-lｷ2, P3-lｷ2, W d3-lｷ2, 0 l -lII-2003; 

Wd2-lｷ2, 03-III-2003; Ph 1-1, R2-l, Ph2-lｷ2, 

Wd3-2, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，砂礫底に落葉が堆積した

淵や流木堆積物の下部，瀬のダム型リターパック中で

得られた．調査水域では多いが，礫のない平滑岩盤河

床の段差では少ない．

小糸川では，奥米，尾崎，豊英（相澤， 1996; 千葉県

教育委員会， 1998), このほか県内では，養老川，小櫃

川，二間川，袋倉川，長者川（内田， 1986) から報告

されている．清水 (2002) によると，千葉県下では，

本属のうち，種名がはっきりしているのは， Neoperla

niponensis (Picton) ヤマトフタッメカワゲラだけで，

県内では未記載種の別種の方が多い．本属の幼虫は，

流れの緩い瀬・淵にすみ，上流から中流域に普通に生

息する（内田， 1986).

38. Oyamia lugubris (McLachlan) 

オオヤマカワゲラ

［採集記録] R2-l, 29-IV —2002; R3-2, 01-IX —2002, 

R3-2, 02-XII-2002. 

［注釈］ 礫底の瀬だけにみられ，平滑岩盤河床の段差

や割れ目などでは得られていない．調査地域では稀で

あった．

本種の幼虫の記録としては，小糸川では，奥米，尾

崎（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998), このほか

県内では，養老川，小櫃川，二間川（内田， 1986) な
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どから報告されている．千葉県では，本種が緩やかな

山地渓流に普通に生息し，成虫になるまでに 2 年を要

し春に羽化する（清水， 2002). 本州，四国，九州の広

い範囲に分布する（川合・磯部， 1985).

Family Chloroperlidae ミドリカワゲラ科

39. Chloroperlidae non det. 

ミドリカワゲラ科の種群

［採集記録] R 3-2, 01-IX —2002; R 2-1, Wd 3-2, 

CBM-ZI 95602, 01-III-2003. 

［注釈］ 砂や落葉がみられる流木堆樅物の下部や礫の

瀬に落葉が堆積するダム型リターパックから得られ

た．

本科の幼虫の記録としては，小糸川では，尾綺，豊

英（千葉県教育委員会， 1998), このほか県内では，小

櫃川，長者川（内田， 1986) から報告されいる，清水

(2002) によると， 房総丘陵では 2 属 3 種が確認され，

未記載の Sweltsa sp. が最も普通で， A/loper/a

nipponica (Okamoto) コガタクロミドリカワゲラや

Sweltsa abdominalis (Okamoto) セスジミドリカワゲ

ラが比較的少ない．

本科の幼虫はきわめて小さく，いずれも体長は 10

mm 以下，日本各地に広く分布し，春から夏にかけて

羽化する（川合・磯辺， 1985).

Oder HEMIPTERA カメムシ目

Family Hydrometridae イトアメンボ科

40. Hydrometra albolineata (Scott) 

イトアメンボ

［採集記録] D 2ー3, 13-V —2002; D 2-2, CBM-ZI 

95603, D2ー3, 02-IX —2002. 

［注釈］ 岸壁のしたたりを徘徊する個体を得た．調査

地域では，岸壁のしたたり以外では得られておらず，

局所的である．

日本では本州，四国，九州に分布し，池沼の表面，

特にその周縁部の水面を巧みに疾走する（江崎，

1950). 千葉県レッドデータプック（千葉県環境部自

然保護課， 2000) では要保護生物とされている．

Family Gerridae アメンボ科

41. Metrocoris histrio (White) 

シマアメンボ

［採集記録] Wd 3-2, 13-V —2002; Ph 1-2, 01-IX — 

2002; Wd2-1ｷ2, Wd3-l, 02-IX —2002; Phl-2, CBMｭ

ZI 95604, 01-111-2003. 

［注釈］ 流れの緩やかな平滑岩盤河床の淵や流木堆梢

物の周縁部などに多くみられた．

小糸川では，奥米（相澤， 1996) から報告されてい

る．北海道南部から奄美大島に分布し，渓流に生息す

る．｛本長は 5~6mm で，無翅型と有翅型が現れる（中

谷， 2001).

42. Gerris (Aquarius) 

paludum paludum (Fabricius) 

アメンボ

［採集記録] Phl-2, CBM-ZI 95605, 01-IX —2002. 

［注釈J 9 月に， ポットホールで得られた．調査地域

では稀であった．

小糸川では，奥米，日出橋，清和公民館，上総高下

（相澤 1996) から報告されている．北海道～トカラ

諸島に分布し，止水や緩やかな流水に最も普通にみら

れる．｛本長は 11~16 mm で，長翅型，短翅型，微翅型

が現れる（中谷， 2001),

43. Gerris (Aquarius) elongatus (Uhler) 

オオアメンボ

［採集記録] Wd2-l, 29-IV —2002. 

［注釈] 4 月に，流木堆積物の周縁部でみられた．

小糸川では，奥米（相澤， 1996) から報告されてい

る．本州～九州に分布し，樹林に囲まれた池などにみ

られる．｛本長は 19~27 mm で大型である（中谷，

2001). 

Family Nepidae タイコウチ科

44. Ranatra chinensis Mayer 

ミズカマキリ

［採集記録] P3-1, 02-IX —2002. 

［注釈］ 晩夏に，砂や落葉の堆積した淵でみられた．

調鉦地域では稀であった．

小糸川では，奥米，日出橋（相澤， 1996) から報告

されている． 日本では，本朴I, 四国，九州に分布し，

池沼，小流に多く，稚魚などを捕食する（江崎，

1950). 

Oder NEUROPTERA アミメカゲロウ目

Family Corydalidae ヘビトンボ科

45. Protohermes grandis (Thunberg) 

ヘビトンボ

（図 3-1-7)

［採集記録] R2-1, CBM-ZI 95606, W d2-Iｷ2, 29-

IV—2002; R3-2, 13-V —2002; SI-I, R2-I, Ph2-2, R3-

Iｷ2, 01-IX —2002; Wd3-I, 02-IX —2002; R3-I, 29-

XI-2002; S2-1, R3-I, 0 l -III-2003; R2-I, Ph2-2, 12-

Xll-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，主に礫の瀬や淵，流木の

下部に礫が堆梢した場所で得られた．調査水域の礫の

みられる場所では普通であった．

小糸川では，奥米， 日出橋，清和公民館，尾崎，豊

英（相澤 1996; 千葉県教育委員会， 1998) から報告

されている．千葉県では，房総丘陵の渓流に多く，幼
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虫期間は 2~3 年，成虫は 5 月から 8 月に現れる（山

崎， 2002).

46. Parachauliodes japonicus (McLachlan) 

ヤマトクロスジヘビトンボ

［採集記録] D2-3, 02-IX —2002; P3-2, 29-Xl-2002: 

Wd2-2, CBM-ZI 95607, D2-4, 03-III-2003. 

［注釈］ 岸壁からのしたたりのほか，礫底の淵や流木

の下部に礫が堆梢した場所で得られた．

小糸川では，松川橋（相澤， 1996) から報告されて

いる． 日本では，本州，四国，九州，屋久島，奄美大

島，徳之島沖縄島石垣島西表島に分布し，幼虫

は河川のよどみや小さな沢の水際に生息する（林，

2003), 

Family Sialidae センブリ科

4 7. Sialis sp. 

センプリ属の一種

［採集記録] P 3-2, 01-IX —2002; Ph 1-1, Wd 3-1, 

CBM-ZI 95655, Wd3-2, 01-III-2003. 

［注釈］ 砂や落葉が多く堆積する流木の下部や礫の瀬

に落葉が堆積するダム型リターパックから得られた．

本属の幼虫は，小糸川では，奥米（相澤， 1996), こ

のほか県内では，小櫃川（内田， 1986) から報告され

ている．千葉県下から 1 属 l 種， Sialis japonica 

Weele ネグロセンプリが確認されている（林， 1995).

Oder COLEOPTERA コウチュウ目

Family Dytiscidae ゲンゴロウ科

48. Platambus pictipennis (Sharp) 

モンキマメゲンゴロウ

［採集記録] Side pool, 29-Vl-2003. 

［注釈] Site 1 の左岸側のサイドプールにて，成虫か

みられた．

小糸川では，奥米，日出橋，豊英（相澤， 1996; 千葉

県教育委員会， 1998), このほか県内では，二閉JJII, 長

者川（内田， 1986) などから報告されている．日本で

は，北海道，本州，四国，九州に分布し，上流～下流

にかけて生息し，流れの緩やかなよどみの石下や植物

の間に普通にみられる（森• 北山， 2002).

Family Gyrinidae ミズスマ、ン科

49. Orectochilus sp. 

オナガミズスマシ属の一種

［採集記録] S1-1, S2-1, 29-IV —2002; R2-l, CBMｭ

ZI 95608, 01-III-2003; S2-2, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 平滑岩盤河床の割れ目や瀬の礫間て幼虫が得

られた．

本属の成虫としては，小糸川では， Orectochilus

regzmbartz regzmbartz Sharp オナガミズスマ・ンが奥
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米（相澤 1996) から報告されている．

Family Hydrophilidae ガムシ科

50. Enochrus japonicus (Sharp) 

キベリヒラタガムシ

（図 3-1 ー8)

［採集記録] D2-3, CBM-ZI 95609, 13-V —2002; S1-

1,01-IX —2002. 

直釈］ 岸壁からのしたたりや平滑岩盤河床の割れ目

で成虫が得られた．

小糸川では，奥米（相澤， 1996) から報告されてい

る．本）小I, 四国，几州に分布する．｛本長は 5. 5~6mm 

で，小溝などに多く生息する（中根， 1950).

Family Psephcnidae ヒラタドロムシ科

51. Ectopria sp. 

チビヒゲナガハナノミ属の一種

［採集記録] S 1-2, CBM-ZI 95610, W d 2-4, R 3-2, 

01-IX —2002; R3-2, 29-Xl-2002; S1-1, R3-2, 02-

XII-2002: S1-2, Phl-2, S2-1, R3-l, 01-IIl-2003; 

S2-1, Ph2-l, 12-XII-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，主に平滑岩盤河床の割れ

目，瀬や淵の礫が堆積した場所で得られた．

本属の幼虫は，小糸川では，豊英（千菓県教育委員

会， 1998), このほか県内では，猪ノ川（内田， 1986)

などから報告されている．

52. Eubrianax sp. 

マルヒラタドロムシ属の一種

［採集記緑] S1-2, CBM-ZI 95611, R3-1ｷ2, 01-IX — 

2002. 

算釈］ 平滑岩盤河床の割れ目，瀬の礫が堆積した場

所で得られた．調査地域では稀であった．

本属の幼虫としては，県内では， Eubrianax graniｭ

col/is Lewis クシヒゲマルヒラタドロムシが小櫃川，

袋倉川，長者川（内田, 1986) から報告されている．

53. Mataeopsephus japonicus 

japonicus (Matsumura) 

ヒラタドロムシ

（図 3-1-9)

［採集記録] S2-1, CBM-ZI 95612, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 冬季に，平滑岩盤河床の割れ目で得られた．

調査地域では稀であった．

小糸川では，日出橋（相澤， 1996), このほか県内で

は，小櫃川（内田， 1986) などから報告されている．

本州，四国，九州に分布し，幼虫は川の上流から中流

の瀬や波のある湖岸に生息している（佐藤， 1972).
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Family Elmidae ヒメドロムシ科

54. Grouvellinus nitidus Nomura 

ツヤナガアシドロムシ

［採集記録] S1-1, S2-2, CBM-ZI 95613, R2-1, 29-

IV—2002; S1-1ｷ2, S2-2, S3-1, CBM-ZI 95669, R2-1, 

01-IX —2002; S2-2, 12-XII-2003. 

［注釈］ 平滑岩盤河床の割れ目，瀬の礫が堆積した場

所で得られた．

近縁の Grouvellinus marginatus (Kono) キペリア

シナガドロムシとは， ツヤナガアシドロムシのほうが

前胸を側方から見て強く隆起している点で区別できる

（緒方，私信）．本州，四国，九州，朝鮮半島に分布す

る．

Elminae gen. sp. 

ヒメドロムシ亜科の一種（幼虫）

［採集記録] S1-1, S2-2, 29-IV —2002; S2-2, Wd2-4, 

Wd3-2, 01-IX —2002; S1-1, 02-XII-2002; S1-1, R3-

2, CBM-ZI 95614, 01-III-2003; Wd2-2, 03-III-2003; 

S2-1, 12-XII-2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，主に平滑岩盤河床の割れ

目，瀬や流木下部の礫が堆積した場所で得られた．

ここに示した幼虫は，前出のツヤナガアシドロムシ

の幼虫である可能性が高いので， ここでは種数の算出

には加えなかった．本科の幼虫は，流水中の石に付着

した藻類を食餌として生活している（佐藤 1985).

Oder HYMENOPTERA ハチ目

Family Ichneumonidae ヒメバチ科

55. Agriotypus gracilis Waterston 

ミズバチ

（図 3-2-10)

［採集記録] S1-2, CBM-ZI 95615, 01-IX —2002. 

［注釈] 2002 年 9 月 l 日， 平滑岩盤河床の段差で，

蛹化のため固着した Goera japonica Banks ニンギョ

ウトビケラの巣から，すでに巣内で成虫（雄）となっ

ていた本種および空巣（リポン状物質を付着）を得た．

また， 2003 年 9 月 14 日， Site 1 の平滑岩盤河床で

は，本種の成虫 4 個体が水底を歩行し，ニンギョウト

ビケラの底質に固着した携帯巣への産卵行動も観察さ

れた．

県内では，小櫃川（内田， 1986) から報告されてい

る．北海道，本州，九州に分布（四国は分布情報不足）

し，ニンギョウトビケラに寄生するミズバチ類は，本

種だけが知られている（青柳， 1999).

Oder DIPTERA ハエ目

Family Tipulidae ガガンポ科

56. Antocha sp. 

［採集記録] Ph2-2, CBM-ZI 95616, Wd2-2, 29-IV — 

2002; S1-1, 02-XII-2002; R3-1, 0 l-III-2003. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床の割れ目，瀬，淵や流木下

部の礫が堆積した場所で得られた．

本属の幼虫の記録としては，県内では，長尾川，岡

本川，小櫃川，長者川（内田， 1986; 倉西， 1993) か

ら報告されている．河川に普通にみられ，石面に絹糸

で膜をつくり，その下側に生息する（古屋， 1985).

57. Dicranota sp. 

［採集記録] R 2-1, 29-IV —2002; Wd2-4, CBM-ZI 

95617, 13-V—2002. 

［注釈］ 流木の下部や礫の瀬に落葉が堆積し形成され

るダム型リターパックから得られた．

本属の幼虫の記録としては，県内では，養老JII, 小
櫃川（内田， 1986) から報告されている．

58. Hexatoma (Eriocera) sp. 

（図 3-2-12)

［採集記録] R3-l, CBM-ZI 95618, R3-2, Wd3-l, 

13-V—2002; Phl-2, R3-1ｷ2, 01-IX —2002; P3-2, 29-
XI-2002; Ph 1-2, 02-XII-2002; R 3-1ｷ2, 01-III-

2003. 

［注釈］ 砂や落葉がみられる流木堆積物の下部や礫の

瀬に落葉が堆積し形成されるダム型リターパックから

得られた．

本属の幼虫の記録としては，小糸川では，奥米， 日

図 3-2. 小糸川上流域の水生毘虫 (2). I本長は括弧内に示した. 10, ミズバチに寄生されたニンギョウトピケ
ラ ニンギョウトビケラの携巣の長さ 11.7mm;ll, アシマダラプユ， (7.6 mm); 12, Hexatoma (Eriocera) sp. 
(15.7 mm); 13, ヤマナカナガレトビケラ (12.1 mm); 14, キヨスミナガレトビケラ (20.9 mm); 15, コパントビ
ケラ属の一種 (11.0 mm), 携巣の長さ 21.5 mm; 16, 二ンギョウトビケラ (10.1 mm) 携巣の長さ 12.7mm;

17, ホタルトピケラ (13.8 mm) 携巣の長さ 17.7m m; 18, ハナセマルッツトビケラ (8.4mm), 携巣の長さ

11.3 mm. 
Fig 3-2. Aquatic insects of the upper reaches of the Koito-gawa R. (2). Body length in parenthesis. 
10, Goera japonica parasitized by Agriotypus gracilis, case length of G. japonica (11.7 mm); 11, 
Simulium japonicum, (7.6 mm); 12, Hexatoma (Eriocera) sp. (15.7 mm); 13, Rhyacophila yamanakensis, 
(12.1 mm); 14, Rhyacophila kiyosumiensis, (20.9 mm); 15, Anisocentropus sp., (11.0 mm), case length 21.5 
mm; 16, Goera japonica, (10.1 mm), case length 12.7 mm; 17, Nothopsyche ruficollis, (13.8 mm), case 
length 17.7 mm; 18, Micrasema hanasensis, (8.4 mm), case length 11.3 mm. 
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出橋（相澤， 1996), このほか県内では，小櫃川，二問

川，長者川（内田， 1986) から報告されている．本属

の幼虫には，河川の砂礫底に生息する種が知られてい

る（古屋， 1985).

59. Holorusia sp. 

［採集記録] D2-4ｷ5, 13-V —2002; D2-2 ・ 3, P3-2, 

29-Xl-2002; D2ー3, CBM-ZI 95619, 03-III-2003. 

［注釈］ 岸壁のしたたりで得られた．そのほかの場所

では確認されていない．

本属の幼虫は，有機物残演や池の岸際の泥中，細流

にもみられる (Byers, 1996). 

60. Ormosia sp. 

［採集記録] R3-2, CBM-ZI 95620, 0 l -III-2003. 

［注釈］ 礫の瀬に落葉が堆積するダム型リターパック

から得られた．

本属の幼虫は，有機物の多い泥，沼や湿地の土中な

どにみられる (Alexander and Byers, 1981). 

61. Tipula sp. 

［採集記録] R 3-1, 13-V —2002; Wd 3-2, 01-IX — 
2002; Wd2-l, 29-XI-2002; S2-1, CBM-ZI 95621. 

Ph2-2, 01-111-2003: Ph2-l, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 砂や落葉が多く堆積する淵や流木の下部．礫

の瀬に落葉が堆積するダム型リターパックから得られ

た．

本属の幼虫としては，小糸川では，奥米（相澤．

1996), このほか県内では，長尾川，岡本川，岩井川，

養老川．小櫃川，二間川，長者川（内田， 1986; 倉西，

1993) などから報告されている．本属の幼虫は．淡水

域だけでなく陸生のものもいる (Alexander and 

Byers, 1981). 

62. Limonia sp. 

［採集記録] Phl-1, CBM-ZI 95622, 01-IX —2002. 

［注釈］ 砂礫や落葉が多く堆積する淵で得られた．

本属の幼虫は，淡水域だけでなく陸生のものもいる

(Alexander and Byers, 1981). 

63. Limnoiinae gen. sp. 

［採集記録] R3-2, CBM-:i'.I 95623, 0 l-III-2003. 

［注釈］ 礫の瀬に落葉が堆積するダム型リターバック

から得られた．

本種は， Alexander and Byers (1981) による

Molophilus sp. の形態の特徴に近似する．

Family Psychodidae チョウバ工科

64. Pericoma sp. 

［採集記録] W d3-2, CBM-ZI 95624, 0 l -IIl-2003. 

［注釈］ 砂や落葉が多く堆積する流木の下部で得られ

た．

本種の幼虫は，河川の上流域や高原の小流で採集の

記録がある（古屋， 1985).

Family Dixidae ホソカ科

65. Dixa sp. 

ホソカ属の一種

［採集記録] Wd2-4, Wd3-1, CBM-ZI 95625, 13-V — 

2002; Wd2-1ｷ2, 02-IX —2002. 

［注釈］ 流れが緩く，礫上に落葉がみられる流木堆積

物の下部で得られた．

本科の幼虫の生息場所は，水面下のみではなく，水

面上につきでた岩石や植物の濡れている部分にも這い

上がる．また，湧水が伝う湿岩や飛沫帯にも，生息す

る（古屋， 1985).

Family Simuliidae プユ科

66. Simulium japonicum Matsumura 

アシマダラブユ

（図 3-2-11)

［採集記録] S 1-1ｷ2, S 2-1, CBM-ZI 95626, S 2-2, 

R2-1, 29-IV —2002; R3-1ｷ2, Wd3-2, 13-V —2002; 

S1-2, S2-1ｷ2, R2-1, Wd3-2, 01-IX —2002:S1-1, 02-

XIl-2002; S1-1, R2-1, R3-1, Ol-III-2003; Wd2-2, 

03-IIl-2003. 

［注釈］ 調査時期を通して，平滑岩盤河床や礫の瀬で

多く，春季には蛹も得られた．特に，春季，平滑岩盤

河床の流速の速い場所では，高密度に生息していた．

本種は，北海道～琉球列島に広く分布し，山間地の

渓流に生息している（高岡， 2003). 県内では，房総丘

陵の水量豊富な流れの速い河川で，標高の低い地域よ

り高い地域でより多く採集される （斉藤ほか， 1985; 

斎藤 2002).

Family Ceratopogonidae ヌカカ科

67. Ceratopogonidae non det. 

ヌカカ科の種群

［採集記録] S1-1, 02-XII-2002; R3-1ｷ2, P3-l, Wd 

3-1, CBM-ZI 95627, 01-111-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が堆積する淵や流木の下部，礫

の瀬に落葉が堆積して形成されるダム型リターパック

から得られた．

本科の幼虫としては，小糸川では，豊英（千葉県教

育委員会， 1998) から報告されている．

Family Chironomidae ユスリカ科

68. Tanypodinae non det. 

モンユスリカ亜科の種群

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95628, S2-2, Ph2-lｷ2, 
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29-IV —2002; W d2-4, R3-2, W d3-lｷ2, 13-V —2002;R 

2-1, Ph2-l, 01-IX —2002; S1-1, 02-XIl-2002; S1-1ｷ 

2, R3-2, 01-111-2003; Wd2-2, 03-IIl-2003. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床の割れ目，瀬や淵の砂や礫

が堆積した場所で得られた．幼虫の下唇板の形態では

l 種だと思われるが， 複数の種がいる可能性もあるの

で亜科までの同定にとどめた．

69. Orthocladiinae gen. spp. 

エリユスリカ亜科の数種

［採集記録] S1-1, S1-2, CBM-ZI 95629, S2-1, R2-

1, Ph2-l, W d2-lｷ2, 29-IV —2002; Wd2ー3 ・ 4, R3-1ｷ2, 

Wd3-1ｷ2, 13-V —2002; Ph2-l, R3-2, Wd3-2, OHX — 

2002; Wd 2-2, 02-IX —2002; S 1-1, R 3-2, 02-XII-

2002; S1-1ｷ2, Phl-2, R2-l, R3-1ｷ2, P3-2, Wd3-lｷ 

2, 0 Hil-2003; W d2-lｷ2, 03-III-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が堆積する淵や流木の下部，礫

の瀬に落葉が堆積するダム型リターハ°ックから得られ

た．

今回採集された本亜科には，少なくとも 2 種以上か

含まれている．

70. Chironominae gen. spp. 

ユスリカ亜科の数種

［採集記録] S 1-1, S 1-2, CBM-ZI 95630, R 2-1, 

Ph2-2, CBM-ZI 95631, 29-IV —2002; Wd2ー3, Wd2-

4, CBM-ZI 95632, P3-2, Wd3-2, 13-V —2002; S1-2, 

Ph 1-2, R2-l, Ph2-lｷ2, W d2-4, R3-lｷ2, W d3-2, 01-

IX—2002; R 3-1, 29-XI-2002; S 1-1, Ph 1-2, R 3-2, 

02-XII-2002; S1-2, R3-lｷ2, Wd3-2, Ol-III-2003; 

S2-1, 12-XIl-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が堆積する淵や流木の下部，礫

の瀬に落葉が堆積して形成されるダム型リターハ°ック

から得られた．

今回採集された本亜科には，少なくとも 3 種以上か

含まれている．

Family Athericidae ナガレアプ科

71. Suragina caerulescens (Brunetti) 

クロモンナガレアプ

［採集記録] R2-l, CBM-ZI 95633, Ph2-lｷ2, 29-

IV—2002; Wd2-3 ・ 4, R3-1ｷ2, P3-2, Wd3-2, 13-V — 

2002; R3-2, 01-IX —2002; P3-2, 29-XI-2002; S1-2, 

02-XII-2002; R3-l, Ol-III-2003; Wd3-l, 12-XII-

2003. 

［注釈］ 砂や落葉がみられる流木堆積物の下部，礫の

瀬に落葉が堆積するダム型リターパックから得られ

た．

幼虫としては，県内では，小櫃川，二間川，袋倉川

（内田， 1986) から報告されている．日本では北海道，

本州，四国，九州に分布する．成虫は，丹波篠山地方

で 6 月下旬から 9 月下旬に出現する（古屋， 1985).

72. Atrichops sp. 

ヒメナガレアプ属の一種

［採集記録] Ph2-l, CBM-ZI 95634, Wd2-lｷ2, 29-

IV—2002; R3-2, Wd3-2, 13-V —2002. 

［注釈］ 砂や落葉が堆積する淵や流木の下部，礫の瀬

に落葉が堆積するダム型リターパックから得られた．

本属の成虫には，カエルから吸血する種類が知られ

ている（古屋， 1985).

Family Tabanidae アプ科

73. Tabanus sp. 

アプ属の一種

［採集記録] R 2-1, 29-IV —2002; Wd 3-1, 13-V — 

2002; R3-2, CBM-ZI 95635, 01-IX —2002. 

［注釈］ 砂や落葉がみられる流木堆積物の下部，礫の

瀬に落葉が堆積して形成されるダム型リターパックか

ら得られた．

本属の幼虫の記録としては，県内では，岡本川，岩

井川（倉西， 1993) から報告されている．稲岡・渡辺

(2002) によると，千葉県下からアプ属の信頼のある記

録として 11 種を報告している．

本科の幼虫は，多くの種類が水生または半水生で，

冶，小川，湿田などの泥中に生息するが，湿った蘇苔

類や朽木中，林地，草地の土壌中に生息する種類もあ

る（早）I[, 1985). 

Oder TRICHOPTERA トビケラ目

Family Hydrobiosidae ツメナガナガレトビケラ科

7 4. Apsilochorema sutshanum (Martynov) 

ツメナガナガレトピケラ

［採集記録] R3-l, CBM-ZI 95636, R3-2, 13-V — 

2002; S2-2, 01-IX —2002. 

［注釈］ 礫底の瀬や平滑岩盤河床の割れ目で得られ

た．

北海道，本州，四国，九州， ロシア（沿海朴I) に分

布し，房総丘陵では礫のある渓流に生息する．幼虫は，

自由生活をする捕食者であり， 成虫は 5 月から 12 月

の長期にわたり出現し，昼間活動するほか灯火にも飛

来する（倉西， 2002).

Family Rhyacophilidae ナガレトビケラ科

75. Rhyacophila brevicephala Iwata 

ヒロアタマナガレトビケラ

［採集記録] R3-1, 29-Xl-2002. 

［注釈］ 礫底の瀬からのみ得られた．調査地域では稀

であった．

北海道，本州，四国，南千島，サハリンに分布する．
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山地渓流から平地河川まで広く生息する．成虫は灯火

にも飛来する．

76. Rhyacophila yamanakensis Iwata 

ヤマナカナガレトビケラ

（図 3-2-13)

［採集記録] R 3-2, CBM-ZI 95637, 02-XII-2002; 

S1-1ｷ2, S2-1, 01-III-2003; S2-1, 12-XII-2003. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床の段差や割れ目で得られ

た．

北海道．本州．四国，九小1-1. 対馬に分布する．山地

渓流から山が開けたあたりの平坦地の流れ（平地流）

に生息する．生息地では最も普通にみられるナガレト

ビケラである．成虫は灯火にも飛来する．

77. Rhyacophila kisoensis Tsuda 

キソナガレトビケラ

［採集記録] S 1-1, CBM-ZI 95638, S 1-2, S2-1ｷ2, 

R2-l, 29-IV —2002; S1-1ｷ2, OHII-2003. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床の段差や割れ目で得られ

た．

本）·I、I, 四国に分布する．山地渓流から平地河川まで

広く生息する．

78. Rhyacophila kiyosumiensis Kuranishi 

キヨスミナガレトビケラ

（図 3-2-14)

［採集記録] D2-1ｷ2, 29-IV —2002; D2-5, CBM-ZI 

95639, 13-V—2002; D2-1, 02-IX —2002; D2-1, 29-

XI-2002; S 1-2, 02-XIl-2002; D 2-1ｷ4ｷ5, 03-III-

2003. 

［注釈］ 岸壁のしたたりに多いが，稀に平滑岩盤河床

の割れ目からも得られた．

小糸川では初記録であり，県内では模式標本の産地

である小櫃川（札郷，四方木），袋倉）I I (袋倉），養老
JI I C梅ヶ瀬渓谷女ヶ倉）から記録がある (Kuranishi,

1990; 倉西， 2002). 本種の千葉県の分布は，房総丘陵

上流部の湿潤域（水がしたたり落ちる小規模な細流）

に生息が局限される．千葉県以外では，静岡県，神奈

JI I県，東京都から報告がある．幼虫は，水がしたたる

岩盤の苔の下や，岩の裂け目の中に生息する．成虫は，

4~7 月に出現し昼間活発に活動する（倉西， 2002).

千葉県レッドデータプック（千葉県環境部自然保護

課 2000) では要保護生物とされている．

Family Philopotamidae カワトビケラ科

79. Kisaura non det. 

［採集記録] R2-1, R3-2, Wd3-2, CBM-ZI 95640, 

OHX —2002. 
［注釈] Site 2 より下流域の礫の瀬や流木の下部の礫

が堆積した場所で得られた．

房総丘陵からは， Kisaura 属 2 種が確認されている

（倉西ほか，未発表）．今回確認された幼虫は，頭楯板

の前縁部が深く陥入し左右対称であり，谷田 (1985)

では Dolophilodes sp. DC として扱われていた． これ

までの知見ではカワトビケラ科は，幼虫の形態で種を

同定できない．

Family Hydroptilidae ヒメトビケラ科

80. Hydroptila sp. 

ヒメトピケラ属の一種

［採集記録] S 1-1, CBM-ZI 95641, S 1-2, 01-IX — 

2002; S1-1, 0 l-III-2003. 

［注釈］ 砂礫がわずかに堆積した平滑岩盤河床の割れ

目で得られた．

81. Stactobia sp. 

カクヒメトビケラ属の一種

［採集記録] Phl-1, CBM-ZI 95642, Ol-III-2003. 

［注釈］ 砂や落葉，デトリタスなどが堆積する平滑岩

盤河床の淵から得られた．調査地域では稀であった．

本属の幼虫は，亀甲形で前・後端に三角形の翼状突

起が側方に拡がった特徴的な巣をつくる（谷田，

1985). 

Polycentropodidae イワトビケラ科

82. Plectrocnemia sp. 

ミヤマイワトビケラ属の一種

［採集記録] Wd3-1, CBM-ZI 95643, 13-V—2002;R 

3-1, 01-III-2003; W d2-2, 03-III-2003. 

［注釈] Site 2 より下流の礫底の淵や流木の下部に礫

が堆積した場所で得られた．

房総丘陵のミヤマイワトビケラ属は，種が確定でき

ていない．

Psychomyidae クダトビケラ科

83. Psychomyia sp. 

クダトピケラ属の一種

［採集記録] S 1-1ｷ2, R2-1, 01-IX —2002; Ph 1-2, 

CBM-ZI 95644, 02-XIl-2002; S2-1, 12-XII-2003. 

［注釈］ 平滑岩盤河床の割れ目から放射状に伸びた巣

管が，冬季に多くみられた．

房総丘陵からは， Psychomyiamorisitai Tsuda モリ

シタクダトビケラが知られている（倉西， 1993; 倉西

ほか，未発表）．これまでの知見では，幼虫の形態で種

を同定できない．本属の幼虫は，渓流や河川，湖岸の

岩盤底に砂粒を付着させた絹状の曲がりくねった管の

ような巣をつくる (Wiggins, 1996). 
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84. Tinodes non det. 

［採集記録] D 2-1, 29-IV —2002; D 2-5, CBM-ZI 

95645, 13-V—2002; S1-1, 01-IX —2002. 

［注釈］ 岸壁のしたたりに多いが，稀に平滑岩盤河床

の割れ目からも得られた．

房総丘陵からは, Tinodes higashiyamana Tsuda 

ヒガシヤマクダトビケ―フ, Tinodes ashigaraensis 

Kobayashi アシガラクダトビケラ（倉西, 1993; 倉西

ほか．未発表）が知られている．幼虫と成虫の関係が

ついていないので属までの同定にとどめた．本属の幼

虫は．緩やかな流れの細流などに生息し (Lepneva,

1964), 主にデトリタスや藻類を食する (Wiggins,

1996). 

Family Xiphocentronidae キプネクダトビケラ科

85. Melanotrichia sp. 

キプネクダトビケラ属の一種

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95646, 01-IX —2002;Sl­

lｷ2, 0 l-III-2003; W d2-l, D2-4, 03-III-2003. 

［注釈］ 平滑岩盤河床の段差や割れ目，流木堆積物と

混在する巨岩 (lm 以上の巨礫）のほか，岸壁のした

たりでも得られた．

房総丘陵からは， Melanotrichia tanzawaensis 

(Kobayashi) タンザワクダトビケラが知られている

（倉西， 1993; 倉西ほか，未発表）．

Family Hydropsychidae シマトビケラ科

86. Cheumatopsyche non det. 

コガタシマトビケラ属の種群

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95647, S1-2, S2-1, R2-

1, Ph2-l, 29-IV —2002; Wd2ー3, R3-lｷ2, Wd3-2, 13-

V—2002; S1-1, Phl-2, R2-l, Ph2-2, R3-Iｷ2, W d3-2, 

01-IX —2002; R3-1ｷ2, 29-XI-2002; S1-2, R2-l, R3-

1, P3-2, Wd3-l, 01-III-2003; S2-1, Wd3-2, 12-XII-

2003. 

［注釈］ 調査期間を通して，平滑岩盤河床の段差，礫

底の瀬，砂礫底に落葉が堆積した淵や流木堆積物で得

られた．調査地域では広範囲に生息し，普通にみられ

た．

従来， Cheumatopsyche brevilineata (Iwata) コガタ

シマトビケラの幼虫とされてきた種には， コガタシマ

トビケラと Cheumatopsycheinfascia Martynov ナミ

コガタシマトビケラと未記載の Cheumatopsyche sp. 

サトコガタシマトビケラを含む合計 3 種が混在して

おり，アイソザイム分析によって成虫（雌雄）と幼虫

の対応が可能となったとの報告もある（林， 1998;

Hayashi and Yun, 1999). 本研究では，幼虫で種の同

定ができなかったため種群として扱った．

87. Hydropsyche orientalis Martynov 

ウルマーシマトビケラ

［採集記録] S 1-2, CBM-ZI 95648, S 2-2, R 2-1, 

W d2-2, 29-IV —2002; S1-1ｷ2, Phl-2, S2-1ｷ2, 

01-IX —2002. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床の割れ目のほか，礫底の瀬

などで得られた．

北海道，本州，四国，九州，沖縄，ロシア（沿岸州），

朝鮮半島に分布する．県内では房総丘陵の渓流から北

総地域の平地流まで広く生息する．房総半島と三浦半

島のウルマーシマトビケラの個体群は，幼虫の頭部に

特徴のある斑紋があり， この斑紋によって別種や別属

として誤同定されることがあった（倉西， 2002). 本

調査地域でも，頭部背面に白色斑紋をもつ個体が確認

された．

88. Diplectrona sp. 

ミヤマシマトビケラ属の一種

［採集記録] R2-l, 12-XII-2003. 

［注釈］ 礫底の瀬からのみ得られた．調査地域では稀

であった．

Family Phryganopsychidae マルバネトビケラ科

89. Phryganopsyche latipennis (Banks) 

マルバネトビケラ

［採集記録] Side pool, CBM-ZI 95649, 29-VI-

2003. 

［注釈] Site 1 の左岸側のサイドプールで得られた．

北海道，本）·I、I, 四国，九朴I, 対馬ロシア（沿海州），

中国（北東部），韓国に分布する．千葉県では房総丘陵

に広く生息するが，下総台地では土水路（自然水路）

から記録されている．幼虫は，流れの穏やかな湧水や

池に生息し，成虫は 4~6 月と 10~1 l 月に出現して

灯火によく飛来する（倉西， 2002).

Family Molannidae ホソバトビケラ科

90. Molanna moesta Banks 

ホ‘ノバトビケラ

［採集記録] Side pool, 29-IX —2002. 

［注釈] Site 1 の左岸側のサイドプールにて，幼虫 l

個体を目視確認した．

千葉県では，房総丘陵の渓流から北総地域の湧水

流印痛沼まで広く生息する．日本では，北海道，本

州，四国，九1-1-1 に分布し，成虫は 4~8 月に出現する

（倉西， 2002). 幼虫は砂粒で扁平なやじり状の特徴的

な携帯巣をつくる．池沼あるいは河川の緩流部に生息

し，水中に落ちた葉や実などの植物性のものを食する

（吉村， 1970).

—67-



平良裕之・倉西良一

表 2. 春季の小糸川上流の底生動物の採集データ（調査年月日： 2002 年 4 月 29 日，
Table 2. Species composition of benthic macroinvertebrates at the upper reaches 

collected at each sampling site is shown by following abbreviations: 

Species 
Site 1 

S1-1 S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-l Ph2-2 

Dugesia japonica Ichikawa and r 
Kawakatsu 

Paratya compressa improvisa Kemp + r 
Procambarus clarkii (Girard) 

Geothelphusa dehaani (White) 

Ameletus montanus Imanishi + + + + + 
Baetiella japonica (Imanishi) r 
Baetis thermicus Ueno ++ ++ ++ ++ ++ 
Baetis yoshinensis Gose 

Baetis spp. + + 
Procloeon sp. + 
lsonychia japonica Ulmer r 
Cinygmula sp. + 

Ecdyonurus non det. + r 
Paraleptophlebia westoni lmanishi r 
Paraleptophlebia non det. + + 
Thraulus grandis Gose r 
Ephemera japonica McLachlan + + r + + 
Drunella ishiyamana Matsumura + ++ 
Ephemerella setigera Bajkova 

Torleya japonica (Gose) 

I : 
r r 

Uracanthella punctisetae (Matsumura) r + r 
Caenis sp. 

Asiagomphus melaenops (Se!ys) 

Davidius nanus (Selys) r r 
Sieboldius albardae Selys r r 
Anotogaster sieboldii (Selys) 

Planaeschna milnei Selys 

Macromia amphigena amphigena Selys 

Amphinemura non det. 

Nemoura spp. r 
Neoperla non det. + + r r + + 
Oyamia lugubris (McLachlan) r 
Hydrometra albolineata (Scott) 

Metrocoris histrio (White) 

Gerris (Aquarius) elongatus (Uhler) 

Protohermes grandis (Thunberg) 

I 
r 

Orectochilus sp. r r 
Enochrus japonicus (Sharp) 

Grouvellinus nitidus Nomura + + + 
Elminae gen. sp. + r 
Antocha sp. r 
Dicranota sp. r 
Hexatoma (Eriocera) sp. 

Holorusia sp. 

Tipula sp. 
Dixa sp. 

Simulium japonicum Matsumura + r 
++ + 
++ ++ 

Tanypodinae non det. r r r r 
Orthocladiinae gen. spp. r + + r 
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5 月 13 日）．個体数： ++; 10 個（本以上， +; 2 から 9 個（本， r; 1 個体．
of the Koito-gawa R. in the spring (2002; IV—29, V-13). Number of individuals 
++;ten or more individuals, +; two to nine individuals, r; one individual. 

Site 2 
Wd2-1 Wd2-2Wd2ー3Wd2-4 D2-1 D2-2 D2ー3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 

Site 3 
P3-1 P3-2 W d3-1 W d3-2 
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表 2.
Table 2. 

Site 1 
Species 

S1-1 S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-l Ph2-2 

Chironominae gen. spp・ r 

Suragina caerulescens (Brunetti) 

Atrichops sp. 

Tabanus sp. 

Apsilochorema sutshanum (Martynov) 

Rhyacophila yamanakensis Iwata + 
Rhyacophila kiyosumiensis Kuranishi 

Plectrocnemia sp. 

Tinodes non det. 
Cheumatopsyche non det. + 

Hydropsyche orientalis Martynov 

Anisocentropus sp. 

Ceraclea sp. + 

Oecetis non det. 

Apatania non det. 

Nothopsyche ruficollis (Ulmer) ++ 
Nothopsyche non det. 

Goera japonica Banks 

Goerodes kasugaensis (Tani) 

Micrasema hanasensis Tsuda + 

Number of species 16 

Family Calamoceratidae アシエダトビケラ科

91. A nisocentropus sp. 

コバントビケラ属の一種

（図 3-2-15)

［採集記録] Phl-1, Ph2-2, Wd2-1ｷ2, 29-IV —2002; 

Wd2ー3·4, P3-2, Wd3-l, 13-V —2002; Side pool, 29-

VI-2003; Phl-1, Ph2-1ｷ2, Wd2-4, 01-IX —2002; Wd 

2-1ｷ2, 02-IX —2002; D 2-1, 29-Xl-2002; Ph 1-1, 

CBM-ZI 95650, Ph2-2, 0 l-III-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が多く堆積する淵や流木堆積

物，サイドプールから得られた．調査地域では，落葉

の堆積する場所ではよ＜みられた．

千葉県では，房総丘陵から北総地域の湧水流まで広

い範囲に生息する．成虫は 5~11 月に出現する（倉

西， 2002). 幼虫は落葉を 2 枚小判状に裁断して上下

に合わせた特徴的な携帯巣をつくる．

Family Leptoceridae ヒゲナガトビケラ科

92. Ceraclea sp. 

タテヒゲナガトビケラ属の一種

［採集記録] SI-I, SI-2, CBM-ZI 95651, S2-2, 29-

IV—2002; SI-I, PhI-2, 02-XII-2002; SI-Iｷ2, 01-III-

2003; S2-2, 12-XII-2003. 

［注釈］ 平滑岩盤河床や割れ目，礫の堆積した甑穴

+ 

+ 

r 

+ 

+ 

++ 

+ 

10 

r + 
+ r r 

r 

r 

r + 十

r ++ r 
+ + 

r + 

r 

r 

+ + + + + + 

r + 
+ + ++ + 

8 5 , 10 27 15 17 
（ポットホール）で多い．調査地域では．平滑岩盤河床

でのみ得られ， Goerajaponica Banks ニンギョウトビ

ケラが．夏から秋季にかけて生息密度が高かったのに

対して，冬季に生息高密度が高くなった（平良，未発

表）．

房総丘陵からは, Ceraclea superba (Tsuda) と Cer­

aclea complicata (Kobayashi) ナガツノヒゲナガトビ

ケラが知られている（倉西， 1993; 宮野ほか, 1994). 

本調査地で 2003 年 6 月 2 日に採集した飛翔中の個体

は．ナガツノヒゲナガトビケラ (3cl')CBM-ZI 95664-

95666 であった．

93. Oecetis non det. 

クサッミトビケラ属の種群

［採集記録] Ph2-l, 29-IV —2002; Wd3-1ｷ2, 13-V — 

2002; 81-1, CBM-ZI 95652, 81-2, 01-IX —2002. 

［注釈］ 主に砂や落葉が多く堆積する淵や流木堆積物

のほか，平滑岩盤河床の割れ目からも得られた．房総

丘陵からは， Oecetisnigropunctata Ulmer ゴマダラヒ

ゲナガトビケラや Oecetis morii Tsuda モリクサツミ

トビケラ，そして未記載種と思われる一種の 3 種の記

録がある． しかし，モリクサツミトビケラの記録は幼

虫による記録なので疑問である（倉西，未発表）．
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（続き）

(Continued) 

Site 2 Site 3 
Wd2-l Wd2-2Wd2-3Wd2-4 D2-l D2-2 D2ー3 D2-4 D2-5 R3-1 R3-2 P3-1 P3-2 Wd3-1 Wd3-2 

+ + 

r + 

+ r 

+ r 

r 

r 

r 
+ + r r 

r r r r 

r r r 

r + 

17 14 18 23 3 2 3 

94. Mystacides azurea (Linnaeus) 

アオヒゲナガトビケラ

［採集記録] Wd2-4, CBM-ZI 95653, 01-IX —2002; 

Side pool, 29-VI-2003; S1-1, Ol-Ill-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が多く堆積する流木堆梢物のほ

か，平滑岩盤河床の割れ目からも得られた. 6 月のサ

イドプールでは高密度に生息した．

房総丘陵ではこれまでアオヒゲナガトビケラ属は，

アオヒゲナガトビケラ l 種しか記録していないので，

本種と同定した．千葉県では，房総丘陵から北総地域

の湧水流まで広い範囲に生息する．北海道，本州，四

国，九州，極東ロシア，北西ヨーロッパに分布する．

Family Apataniidae コエグリトビケラ科

95. Apatania non det. 

コエグリトビケラ属の種群

［採集記録] D2-4, CBM-ZI 95654, 13-V —2002; D2-

3, 29-Xl-2002; S2-1, R3-lｷ2, Ol-III-2003; D2-2 ・ 4·

5, 03-IIl-2003. 

［注釈］ 主に岸壁のしたたりのほか，平滑岩盤河床の

割れ目や礫底の瀬からも得られた．

房総丘陵では， Apatania aberrans (Martynov) ヒ

ラタコエグリトビケラが記録されている．同属の別種

の存在が否定できないことや，幼虫での同定が困難な

r 
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++ 
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r r 

r + + r 

r + 
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r r 
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r 
+ + r 

r r 

r r 

r r 

r 
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++ 

, 20 20 3 , 23 21 

ため， ここでは属までの同定にとどめた．本属は， 日

本では北海道，本州，九州に分布し，一般的に川岸近

くの浅い緩やかな流水部，湧水，細流に生息するが，

琵琶湖，十和田湖，支笏湖のような大きな湖では湖岸

近くに生息する種もある (Nishimoto, 1994; 西本，

2003). 

Family Limnephilidae エグリトビケラ科

96. Nothopsyche ruficollis (Ulmer) 

ホタルトビケラ

（図 3-2-17)

［採集記録] Wd2-1, 29-IV —2002; Wd2ー3, Wd2-4, 

CBM-ZI 95656, Wd3-l, 13-V —2002. 

［注釈］ 平滑岩盤河床や割れ目で高密度にみられたほ

か，流木堆積物と混在する巨岩の下部，岸壁のしたた

りでも得られた．調査地域では，初齢幼虫の出現時期

は年によって多少の変動があり， 2003 年では 2 月に

入ってから出現してきたが， 2004 年では 1 月 19 日

にはすでに多数の 1 齢幼虫が， Site 1 の砂の堆積する

サイドプールや平滑岩盤河床の甑穴，割れ目や岩盤底

の付着藻類中にみられた. 2003 年では早春から春季

にかけて平滑岩盤河床上を高密度に生息したが， 6 月

に入ると休眠のため陸に上がりはじめ， 7 月下旬には

水中ではみられなくなった（平良，未発表）．野崎
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表 3. 晩夏の小糸JI!上流の底生動物の採集データ（調査年月日： 2002 年 9 月 1 日， 2 日，
Table 3. Species composition of benthic macroinvertebrates at the upper reaches of the 

individuals collected at each sampling site is shown by following abbreviations: 

Species 
Sile 1 

Sl-1 Sl-2 Phl-1 Phl-2[ S2-l S2-2 F2-l Ph2-l Ph2-2 

Dugesia japonica Ichikawa and 

Kawakatsu 

Paratya compressa improvisa Kemp 

Geothelphusa dehaani (White) 

Baetis thermicus Ueno 

Baetis yoshinensis Gose 

Baetis spp. 

Isonychia japonica Ulmer 

Ecdyonurus non det. 

Epeorus latifolium Ueno 

Ephemera japonica McLachlan 

Ephemerella setigera Bajkova 

Torleya japonica (Gose) 

Uracanthella punctisetae (Matsumura) 
Caenis sp. 

Mnais pruinosa Selys 

Asiagomphus melaenops (Selys) 

Davidius nanus (Selys) 

Sieboldius albardae Selys 

Planaeschna milnei (Selys) 

Macromia amphigena amphigena Selys 

Amphinemura non det. 

Nemoura spp. 

Capniidae non det. 

Neoperla non det. 

Oyamia lugubris (McLachlan) 

Chloroperlidae non det. 

Hydrometra albolineata (Scott) 

Metrocoris histrio (White) 

Gerris (Aquarius) paludum (Fabricius) 

Ranatra chinensis Mayer 

Protohermes grandis (Thunberg) 

Parachauliodes japonicus (McLachlan) 
Sialis sp. 

Enochrus japonicus (Sharp) 

Ectopria sp. 

Eubrianax sp. 

Grouvellinus nitidus Nomura 

Elminae gen. sp. 

Agriotypus gracilis Waterston 
Hexatoma (Eriocera) sp. 

Tipula sp. 

Limonia sp. 
Dixa sp. 

Simulium japonicum Matsumura 
Tanypodinae non det. 

Orthocladiinae gen. spp. 

Chironominae gen. spp. 

Suragina caerulescens (Brunetti) 
Tabanus sp. 
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2003 年 9 月 29 日）．個体数： ++; 10 個体以上，+; 2 から 9 個（本， r; 1 個体．

Koito-gawa R. in the late summer (2002; IX-1, IX—2, 2003; IX—29). Number of 
++;ten or more individuals, +; two to nine individuals, r; one individual. 

Site 2 
Wd2-l Wd2-2Wd2喝Wd2-4 D2-1 D2-2 D2-3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 

Site 3 
P3-l P3-2 W d3-l W d3-2 
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表 3.
Table 3. 

Site 1 
Species 

S1-1 S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-l Ph2-2 

Apsilochorema sutshanum (Martynov) 

Rhyacophila kiyosumiensis Kuranishi 

Kisaura non det. 
Hydroptila sp. + 
Psychomyia sp. + 
Tinodes non det. + 
Melanotrichia sp. r 
Cheumatopsyche non det. + 
Hydropsyche orientalis Martynov + 
Anisocentropus sp. 
Oecetis non det. + 
Mystacides azurea (Linnaeus) 
Goera japonica Banks ++ 
Goerodes kasugaensis (Tani) r 
Micrasema hanasensis Tsuda + 
Eobrachycentrus propinquus Wiggins, 
Tani and Tanida 

Number of species 14 

(1987) によれば，神奈川県三浦半島の森戸川では，早

い年には 1 月中旬から初令幼虫が見られはじめ， 7 月

下旬以降には陸上へ移動し，水中から姿がなくなるこ

とを報告しており，房総半島とほぼ一致する．なお，

夕暮れから夜間 (2003 年 5 月 11 日）にかけては，

4~5 齢幼虫が 50~300 個体程度の集団で川岸の汀水

帯に堆積する落葉（摂食活動ではなく）に潜り込み，

静止する行動を観察した（平良，未発表）．北海道，本

州，九州に分布し，県内では，房総丘陵の渓流から下

総台地の湧水流まで広く分布する（倉西， 2002).

97. Nothopsyche non det. 

ホタルトビケラ属の種群

［採集記録] W d2-l, 29-IV —2002; W d2-3, W d2-4, 

CBM-ZI 95657, Wd3-l, 13-V—2002. 

［注釈］ 砂礫や落葉·落枝が多く堆積する流木堆積物

でのみ得られた．調査地域では局所的に生息してい

る．

房総丘陵には，ホタルトピケラ属の Nothopsyche

ulmeri Schmid ウルマートビイロトピケラと Natho­

psyche pallipes Banks トピイロトビケラの 2 種が混

在し（野崎， 1989;Nozaki, 1994), 幼虫の形態では両

種が区別できないため (Nozaki, 1994), 本稿では属ま

での同定にとどめた．
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++ + 
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r + 

14 6 , 17 7 
Family Goeridae ニンギョウトビケラ科

98. Goera japonica Banks 

二ンギョウトビケラ

（図 3-2-16)

r 

+ 

+ 

8 

［採集記録] S1-2, S2-1, CBM-ZI 95658, R2-1, 29-

IV—2002; R3-2, 13-V—2002; S1-1ｷ2, Phl-2, S2-1, 
01-IX —2002; R3-1, 29-XI-2002; SI-2, 02-XII-2002; 

S1-1, Phl-1, S2-1, 01-111-2003; S2-1, 12-XII-

2003. 

［注釈］ 主に平滑岩盤河床や段差の割れ目のほか，礫

底の瀬などで得られた．特に，平滑岩盤河床では，

Nothopsyche ruficollis (Ulmer) ホタルトビケラが夏眠

のため陸へ上がった後，夏季から初秋にかけて生息密

度が高くなった（平良，未発表）．

北海道，本州，四国，九州，ロシア（サハリン，南

千島）に分布し，県内では房総丘陵の渓流に広く生息

する（倉西， 2002).

Family Lepidostomatidae カクッツトビケラ科

99. Goerodes kasugaensis (Tani) 

カスガカクッットビケラ

［採集記録] Phl-1ｷ2, Ph2-l, CBM-ZI 95659, Ph2-

2, 29-IV —2002; Wd2-3 ・ 4, 13-V—2002;S1-l,S2-2,R 

2-1, Ph2-2, W d3-2, 01-IX —2002, W d2-2, 02-IX — 

2002; W d2-2, 0 l -III-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が堆積する淵や流木堆積物，礫

の瀬に落葉が堆積して形成されるダム型リターパック
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（続き）

(Continued) 

Site 2 Site 3 
Wd2-1 Wd2-2Wd2ー3Wd2-4 D2-1 D2-2 D2-3 D2-4 D2-5 R3-1 R3-2 P3-1 P3-2 Wd3-1 Wd3-2 
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から碍られた．調査地域では，春季から秋季に多く得

られた．

本州と九州に分布する．房総丘陵に広く分布し，生

息地では普通にみられる（倉西ほか，未発表）．この種

の幼虫は，近縁種の Goerodesjaponicus (Tsuda) コカ

クッットビケラと形態的に区別できない (Ito, 1999). 

房総丘陵各地でカクッットビケラ科の成虫を採集した

ところ，コカクッットビケラが全く採集されなかっ

た． このことよりこれまでの，房総丘陵でのコカクッ

ットビケラの記録は，本種の誤同定と考えられる．

100. Lepidostoma tidae non det. 

カクッットビケラ科の種群

［採集記録] Phl-1, CBM-ZI 95660, Ph2-1ｷ2, R3-

Iｷ2, W d3-2, 03-III-2003; W d3-2, l 2-XII-2003. 

［注釈］ 主に砂や落葉が堆積する淵や流木堆積物，礫

の瀬に落葉が堆積して形成されるダム型リターパック

から得られた．調査地域では，冬季から早春に多く得

られた．

Family Brachycentridae カクスイトビケラ科

101. Micrasema hanasensis Tsuda 

ハナセマルッットビケラ

（図 3-2-18)

［採集記録] S 1-1, 29-IV —2002; D 2-4, CBM-ZI 

95661, D2-5, 13-V —2002; S1-1ｷ2, S2-1ｷ2, 01-IX — 

2002;D2-2 ・ 3 ・ 4, Wd3-l, 02-IX —2002; S1-1, Phl-1ｷ 

2, 01-III-2003; Wd2-l, 03-III-2003. 

［注釈］ 主に岸壁のしたたりで多く，そのほか平滑岩

盤河床の割れ目や巨岩のある流木堆積物などからも得

られた．岸壁のしたたりでは，春季と晩夏に高密度で

みられた．

北海道，本朴I. 南千島に分布する．

102. Eobrachycentrus propinquus Wiggins, 

Tani and Tanida 

ニセオオハラッツトビケラ

［採集記録] D2-2 ・ 3, 02-IX —2002; D2-2 ・ 3, 29-XI-

2002; D2-2ｷ5, CBM-ZI 95667, 95668, 03-III-2003. 

［注釈］ 岸壁のしたたりでのみ得られた．調査地域で

は局所的に生息している．

本州，九州に分布し，県内では房総丘陵の渓流源流

部や河川上流の枝沢（細流）などに限られている．幼

虫は，水がしたたる岩盤（湿潤域）や，湿った岩の裂

け目に生息している（倉西， 2002). 千葉県レッド

データブック（千葉県環境部自然保護課， 2000) では

要保護生物とされている．

Family Helicopsychidae カタツムリトビケラ科

103. Helicopsyche sp. 

力タッムリトビケラ属の一種

［採集記録］ 調査範囲の 200m ほど上流部， CBM-ZI

95663. l 6-Il-2003. 

［注釈] 2003 年 2 月 16 日， 水生昆虫談話会の野外巡
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表 4.

平良裕之・倉西良一

冬季の小糸川上流の底生動物の採集データ（調査年月日： 2002 年 11 月 29 日， 12 月 2 日，
Table 4. Species composition of benthic macroinvertebrates at the upper reaches of 
individuals collected at each sampling site is shown by following abbreviations: 

Species 
S1-1 

Site 1 
S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-1 

Dugesia japonica Ichikawa and Kawakatsu 
Paratya compressa improvisa Kemp 
Geothelphusa dehaani (White) 

Ameletus montanus Imanishi 
Baetis thermicus Ueno 

Baetis spp・

lsonychia japonica Ulmer 
Ecdyonurus non det. 
Epeorus ikanonis Takahashi 
Thraulus grandis Gose 

Ephemera japonica MacLachlan 
Ephacerella longicaudata (Ueno) 
Torleya japonica (Gose) 

Uracanthella punctisetae (Matsumura) 
Mnais pruinosa Selys 

Davidius nanus (Selys) 

Sieboldius albardae Selys 
Planaeschna milnei (Selys) 
Macromia amphigena amphigena Selys 
Amphinemura non det. 
Nemoura spp. 

Capniidae non det. 
Stavsolus japonicus (Okamoto) 

Neoperla non det. 
Oyamia lugubris (McLachlan) 
Protohermes grandis (Thunberg) 
Parachauliodes japonicus (McLachlan) 
Orectochilus sp. 
Ectopria sp. 

Mataeopsephus japonicus japonicus 
(Matsumura) 

Grouvellinus nitidus Nomura 
Elminae gen. sp. 
Antocha sp. 

Hexatoma (Eriocera) sp. 

Holorusia sp. 
Tipula sp. 

Simulium japonicum Matsumura 
Ceratopogonidae non det. 
Tanypodinae non det. 
Orthocladiinae gen. spp. 
Chironominae gen. spp. 
Suragina caerulescens (Brunetti) 
Rhyacophila brevicephala Iwata 
Rhyacophila kisoensis Tsuda 
Rhyacophila kiyosumiensis Kuranishi 
Psychomyia sp. 
Cheumatopsyche non det. 
Diplectrona sp. 
Anisocentropus sp. 
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2003 年 12 月 12 日）．個体数：十+: 10 個体以上，+: 2~9 個体， r: 1 個｛本．

the Koito-gawa R. in the winter (2002; XI-29, XII-2, 2003; XII-12). Number of 

++;ten or more individuals, +; two to nine individuals, r; one individual. 

Site 2 Site 3 

Ph2-2 Wd2-l Wd2-2 D2-l D2-2 D2ー3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 P3-l P3-2 W d3-l W d3-2 
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Species 
S1-1 

Ceraclea sp. r 
Apatania non det. 
Goera japonica Banks 

Lepidostomatidae non det. 
Eobrachycentrus propinquus Wiggins, Tani 

and Tanida 

Number of species 13 

検の折り．会員の鶴田大三郎氏が河床に堆積した砂を

袋に入れて自宅に持ち帰り．実体顕微鏡でソーティン

グしたところカタツムリトピケラ属の一種の空の携巣

を確認できた．

Family Beraeidae ツノッツトビケラ科

104. Nippoberaea gracilis (Nozaki and Kagaya) 

ツノッツトビケラ

［採集記録] S1-1, CBM-ZI 95662, Wd3-2, 01-III-

2003. 

［注釈］ 早春に，平滑岩盤河床の砂礫が堆積する割れ

目で幼虫と空の携巣，砂礫や落葉がみられる流木堆積

物の下で空の携巣が得られた．携巣のみが得られた場

所では，流下したものがトラップされたものと思われ

る．調査地域では稀であった． この種の生態は，ほと

んど何も分かっていない．河床の表層の礫や砂の中か

ら，若令幼虫を含む幼虫がほとんど採集されないこと

から，幼虫期の大半は，砂礫が優占する河床の砂や細

かい礫の表層より下の間隙に生息している可能性が高

い．蛹になる直前に，水面近くの礫の裏などに移動す

ると思われる．

小糸川では初記録である．県内では，天津小湊町の

大風沢川のみから記録がある．県外では東京，大阪か

ら記録がある (Nozaki and Kagaya, 1994). 幼虫およ

び蛹の携巣はとても細く，非常に細かい砂がリング状

に形成された絹状の巣材によって，層状の構造をもっ

て配列されている (Botosaneanu et al., 1995). 

2. 底生大型無脊椎動物の種数とその季節変化

近年の南房総の河川における底生動物の記録として

は，内田 (1986) が養老JI[水系，小櫃川水系，二間川水

系，袋倉川水系，加茂Jll水系，長者川水系，温石川水

系，そのほか（鋸山金谷）の 8 水系の調査において，

毘虫 95 種およびほかの無脊椎動物 11 種の合計 106

種を報告している．倉西 (1993) は，長尾川（上流部支

流・中流部），岡本川（上流・中流），岩井川（上流・

表 4.
Table 4. 

Site 1 
S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-l 

r + 

+ + 

6 4 11 11 6 5 6 

中流）の合計 62 種を報告している．本調査が， 1 河川

の上流域の約 600 m という限られた範囲で，内田

(1986) の 8 水系の合計とほぼ同等の種類が採集され

たことは特記すべきであろう．

Figs. 1~4 に Site 1~3 で採集された種類を季節別

に示した．季節別では，春季 68 種が最も多く，早春

66 種，晩夏 64 種，冬季 53 種が採集された．冬季に種

類が減少したのは，晩秋に数度の出水があり流木堆積

物や瀬·淵のリターバックの流下消滅，礫のあった河

床ではその形状も激変するなど生息環境への物理的影

響が大きいかったことが考えられる．

3. 底生大型無脊椎動物と微生息環境

調査地域に見られる生息環境を特徴的な 7 つの微

生息環境の類型で整理し，代表的な種類や生息状況を

以下に述べた．

(1) 平滑岩盤河床とそこに形成された段差と岩盤の割

れ目

内田 (1986) は，房総丘陵の水生毘虫相の特徴とし

て岩盤底の水生昆虫群集をあげ，礫底の群集より貧弱

であることを指摘している．本調査においても，岩盤

底の群集は春季，晩夏，早春のいずれも礫底の瀬の群

集より貧弱であったが，冬季は逆に岩盤底の群集が多

くなる場所もみられた． これは晩秋の数度の出水に礫

底の生物群集が強い影響を受けたのに対し，岩盤底で

は段差や割れ目が避難場所の機能を果たし，多様性を

維持したと考えられる．竹門 (1999) は，基盤岩や巨石

などの平らな表面に特徴的に生息する種として， ヒラ

タカゲロウ科やアミカ科などを報告しているが，岩盤

底の段差や割れ目に着目したものはほとんどない．今

後，岩盤底の段差や割れ目といった生息環境の果たす

役割が，岩盤河床が優占する河床の群集構造とその安

定性を理解する上で不可欠であろう．岩盤底によ＜み

られたニンギョウトビケラは，蛹化のために砂礫でつ

＜った携巣を礫などに接着させ，羽化後もその巣は付

着した状態となった．本調査においても，平滑岩盤河
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小糸川 I·.流 0)底生動物木II

（続き）

(Continued) 

Site 2 I Site 3 
Ph2-2 Wd2-l Wd2-2 D2-l D2-2 D2-3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 P3-l P3-2 Wd3-l Wd3-2 

r
 

+ 

r r 

6
 
8
 

゜
3
 
3
 
3
 

゜ ゜ 13 14 2
 

, 
6
 

L
O
 

床の段差や割れ目に付普しているニンギョウトビケラ

の空巣が多くみられ，空巣中や巣材の砂礫の間隙から

複数種のユスリカ科幼虫を褐た．礫の少ない岩盤底に

おける微環境要素として興味深い．愛知県寒狭川で

は，今回のニンギョウトビケラのよりも大規模な，ア

ツバエグリトビケラの集団蛹化場所にさまざまな底生

動物が共生していることが報告されている（谷田，

1995). 本調査で，岩盤底において特徴的に採集され

た種類としては， (1) 岩盤底の平滑面では，主に付着藻

類がよく発達し， それを食する剥ぎ取り食者 (grazer)

が多かった． シロハラコカゲロウ，ホタルトビケラ，

二ンギョウトビケラ， タテヒゲナガトビケラ属の一種

などがそれにあたる. (2) 岩盤河床底やその段差にみ

られる割れ目には，隙間に小さなはまり石が密集し，

その下部にはわずかに砂が堆積する．そこには側約型

の生活型をもった捕食者が多かった．ヤマトアミメカ

ワゲラモドキ，ヤマナカナガレトビケラ，キソナガレ

トビケラなどがそれにあたる．

(2) 瀬

調査地域の礫底の瀬では，流速が複雑に変化する浮

き石で構成された瀬のほか，早春から春季には浴葉や

砂などが堆積するダム型リターバックがみられた．津

田 (1956, 1962), 西村 (1958), 手塚・亀谷 (1969) は，

河川の上流域における礫底の瀬の群集は，砂底の淵の

群集に比べ豊かであることを報告している．本調査で

は，晩秋から初冬にかけての降雨による出水で河床の

礫か大量に移動し，流路が大き＜変化した．出水まで

は比較的安定した底質だったと思われる，礫底の瀬に

形成されていたダム型リターパックも完全に消滅した

ことがあった． このような場合，その直後に形成され

た礫底の瀬の底生動物群集は，貧弱であったがそのほ

かの調査時期では種類，個体数ともに多かった．特に，

リターパック中で採集された種群は，流木堆積物や淵

のリターパック中で採集された共通種か多かった．礫

底の瀬において特徴的に出現した種としては， ミヤマ

夕ニガワカゲロウ属の一種，オオヤマカワゲラ， ヒロ

アタマナガレトビケラ， ミヤマ、ンマトビケラ属の一種

があげられる·

(3) 淵

従来の房総丘陵の底生動物の調査では，礫底での堆

梢過程で形成される淵と，平滑岩盤河床にできた小さ

な穴を礫が削ってつくったポットホール（甑穴）を区

別していなかった（内田， 1986). 礫底の瀬にみられ

るダム型リターパックと同じように，河床の安定した

早春から春季にかけては，落葉・落枝の堆積型リター

パックが多くみられる． しかし，増水が頻繁に起こっ

た晩秋では，大量の砂礫や巨岩が流入して，大きな淵

がほとんど埋まってしまう場所もみられた．底生動物

相から見ても， ヌカエビ， トビイロカゲロウ属， フタ

スジモンカゲロウやヒメシロカゲロウ属などのカゲロ

ウ類， ダビドサナエ，オナシカワゲラ属やフタッメカ

ワゲラ属などのカワゲラ類， ガガンボ科などが出現し

たが，いずれも個体数も少なかった． このように房総

丘陵に見られる淵は， きわめて不安定な微生息環境で

あり，底生動物相もそれを反映していることが示唆さ

れた．内田 (1986) は，房総丘陵の山地渓流における淵

の群集についてコメントし，特に，種数，個体数が多

いと思われるものにトンボ目幼虫とエビ類をあげてい

る．内田 (1986) により報告されている淵の群集は，本

調査で流木堆梢物という微生息環境で確認された種と

ほとんど共通し，流木堆梢物に比べると種数・個体数

ともに少なかった．

(4) ポットホール（甑穴）

平滑岩盤河床にできた小さな穴を礫が削ってつくっ

たポットホール（甑穴）は， さまざまなサイズのもの

がみられる．形成初期の直径 20 cm 程の小規模なも

のから，直径 lm 以上にも成長した大きなポットホー

ルもあれば，いくつかのポットホールが流路に沿って

つながるなどして深く細長い形状になり，そこに礫や

砂が堆梢しているところもある．流路に形成された大

きなポットホールには，河床の安定した早春から春季

にかけては，浴葉・落枝の堆桔型リターパックが多く
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表 5. 早春の小糸川上流の底生動物の採策データ（調査年月日： 2003 年 3 月 l 日，

Table 5. Species composition of benthic macroinvertebrates at the upper reaches of 

collected at each sampling site is shown by following abbreviations: 

Species 

Dugesia japonica Ichikawa and Kawakatsu 

Paratya compressa improvisa Kemp 

Geothelphusa dehaani (White) 

Ameletus montanus lmanishi 

Baetiella japonica (lmanishi) 

Baetis thermicus Ueno 

Baetis spp. 

Isonychia japonica Ulmer 

Ecdyonurus non det. 

Epeorus ikanonis Takahashi 

Paraleptophlebia non det. 

Thraulus grandis Gose 

Ephemera japonica McLachlan 

Ephacerella longicaudata (Ueno) 

Torleya japonica (Gose) 

Uracanthella punctisetae (Matsumura) 

Mnais pruinosa Selys 

Sieboldius albardae Selys 

Planaeschna milnei (Selys) 

Macromia amphigena amphigena Selys 
Amphinemura non det. 

Nemoura spp. 

Capniidae non det. 

Stavsolus japonicus (Okamoto) 

Neoperla non det. 

Oyamia lugubris (McLachlan) 

Chloroperlidae non det. 

Metrocoris histrio (White) 

Protohermes grandis (Thunberg) 

Parachauliodes japonicus (McLachlan) 

Sia/is sp. 

Orectochilus sp. 

Ectopria sp. 

Elminae gen. sp. 

Antocha sp. 

Hexatoma (Eriocera) sp. 

Holorusia sp. 

Ormosia sp. 

Tipula sp. 

Limnoiinae gen. sp. 
Pericoma sp. 

Szmulium japonicum Matsumura 

Ceratopogonidae non det. 

Tanypodinae non det. 

Orthocladiinae gen. spp. 

Chironominae gen. spp. 

Suragina caerulescens (Brunetti) 

Rhyacophila yamanakensis Iwata 
Rhyacophila kisoensis Tsuda 

Rhyacophila kiyosumiensis Kuranishi 

Site I 

Sl-1 Sl-2 Phl-1 Phl-21 S2-l S2-2 R2-l Ph2-l 
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小糸川上流の底生動物相

3 月 3 日）．個体数： ++: 10 個体以上，+: 2~9 個体， r: 1 個体．

the Koito-gawa R. in the early spring (2003; III-1, III-3). Number of individuals 
++;ten or more individuals, +; two to nine individuals, r; one individual. 

Site 2 Site 3 
Ph2-2 W d2-l W d2-2 D2-l D2-2 D2-3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 P3-l P3-2 W d3-l W d3-2 

+ + 
+ + + 

+ + 
+ ++ + ++ + ++ ++ + 

r 
+ + + ++ + + + + 

+ 
r 
++ ++ 

+ + 
+ ++ r ++ ++ + 

+ + 
r 
r 

r + 
+ 
+ r 

r r r r r 
+ r r r r r + + 十 + 

r r r r r r 

++ ++ + + ++ r r r + 

r 

+ 
r r 

r r 

r 
r r 

r 
r r 

+ 
r 

r 
r 

r 
r ++ 

r r r + 
r r 

r r + r + + + 
r r + 
r 

+ r + 

ー 81 -



平良裕之・倉西良一

Species 
S1-1 

Hydroptila sp. r 
Stactobia sp. 
Plectrocnemia sp. 
Melanotrichia sp. + 
Cheumatopsyche non det. 
Anisocentropus sp. 
Ceraclea sp. + 
Mystacides azurea (Linnaeus) r 
Apatania non det. 
Nothopsyche rufi,collis (Ulmer) ++ 
Goera japonica Banks + 
Goerodes kasugaensis (Tani) 
Lepidostomatidae non det. 
Micrasema hanasensis Tsuda + 
Eobrachycentrus propinquus Wiggins, Tani 
and Tanida 
Nippoberaea gracilis (Nozaki and Kagaya) r 

Number of species 17 

みられた．晩秋の出水において，砂礫底の大きな淵が

大量の砂礫や巨岩が移動して埋まってしまったのに対

して，ポットホールは，淵ほど極端な変化をみせな

かった． これは平滑岩盤河床という流路の中で，緩流

部が継続的に維持されるという意味で興味深い．ポッ

トホールの底生動物相は，淵や流木堆積物の下にみら

れたものに類似し，ポットホールに特有の要素があっ

たわけではないが水生半翅目昆虫のアメンボのように

飛翔可能な成虫期に流路外から飛来して定着するな

ど，生活史の一部でポットホールを利用する生物もお

り，流域の生物多様性に貢献していることが示唆され

た．今後，ポットホールの規模や形状，落葉堆積物の

有無など含めて検討することにより，房総丘陵の河川

生態系における役割が明らかになってくると思われ

る．

(5) ダム型リターパックのみられる流木堆積物

出水時に，周辺の斜面から崩落したか，上流から流

れついた大木の周辺には，落葉落枝が大量に堆積し

た． この周辺を丹念に探すと，ダム型リターパックの

みられる礫底の瀬の群集とほぼ同様に底生動物の種

数・個体数ともに多かった．流木堆積物は流木の形状

ゃ，定位した位置によって定着期間が決まると思われ

るが，直径 lm 以上の土塊をつけた根系ごと流された

ような流木の場合，数年以上定位していると推定され

た． しかし晩秋から初冬には，出水により流下堆積物

そのものが流され，消失する場所 (Wd2-3) も観察さ

れた．安定した底質という意味で流木とその下に形成

表 5.
Table 5. 

Site 1 
S1-2 Phl-1 Phl-2 S2-1 S2-2 R2-l Ph2-l 

r 

++ 
r r 

+ 
+ 

r 

++ 
+ r 

+ + 
r r 

12 15 , 10 4 10 6 
される堆積物は，平滑岩盤河床が優占する流域では底

生動物の多様性と直接関わる重要な環境要素であると

推測された．

(6) 岸壁のしたたり

調査地域では，さまざまな規模のしたたりが観察で

きた．底生動物相の種数や個体数は，水の流出量が多

く， したたりの流程（流出口から河川本体の河床まで

の距離）が大きい所で多くなる傾向にあった． したた

りの流程が lm 未満では，出水の際に完全に水没する

可能性が高く底生動物相が強く撹乱されることが示唆

された．また，水枯れするしたたりの群集は，断続的

に岸壁を流下しているしたたりの群集に比べて，種

数，個体数ともに少なかった．岸壁のしたたりにおい

て特徴的な種類としては，オナシカワゲラ属の一種，

イトアメンボ， Holorusia sp., キヨスミナガレトビケ

ラ，ハナセマルッットピケラ，ニセオオハラッツトビ

ケラなどがあげられる．

(7) サイドプール

調査地域では，早春や春季の比較的流量の少ない時

期に安定した止水域となった．主に池や湖沼などに生

息する，普段ば河川の流水部に生息しない止水性の種

が特異的に出現した．また調査時期を通して，落ち葉

の堆積がみられた．本調査で，サイドプールにおいて

特徴的な種類は，ホ‘ノバトビケラ，マルバネトビケラ，

アオヒゲナガトピケラなどがあげられる．
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（続き）

(Continued) 

Site 2 I Site 3 
Ph2-2 Wd2-l Wd2-2 D2-l D2-2 D2-3 D2-4 D2-5 R3-l R3-2 P3-l P3-2 Wd3-l Wd3-2 
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まとめ

微生息環境ごとに底生動物群集の種数を比較する

と，岸壁からのしたたり＜堆積型リターバックのみら

れる淵く平滑岩盤河床とその段差や割れ目く流木堆積

物＜瀬の順に出現種数や個体数が多い傾向にあった．

特に礫底の瀬でダム型リターハ°ックのみられるときに

出現種数が多かった． リターパックが形成された場合

の群集では，堆禎型リターパックがみられる淵の群集

に比べ， ダム型リターパックがみられる礫底の瀬や流

木堆積物の群集のほうが種数，個体数ともに多かっ

た．また，平滑岩盤河床は，一見すると生物相が貧弱

であるようだが，段差や岩盤底にみられる割れ目が増

水時の避難場所として重要な役割を果たしていること

が示唆された．岸壁からのしたたりでは， この微生息

環境のみに特異的に出現する種が多かった． さらにサ

イドプールでは，本流の淵や流木堆積物の周辺のよど

みではみられない止水性の種が採集された．
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Freshwater benthic macroinvertebrates were inｭ
ventoried at the upper reaches of the Koito-gawa 
River, Toyofusa, Kimitsu-shi, Chiba, central Japan. 

Field collections were carried out from April 2002 
through December 2003. In total, 104 taxa, includｭ
ing Trivladida, Decapoda, Ephemeroptera, Odoｭ

nata, Plecoptera, Hemiptera, Neuroptera, Coleoｭ
ptera, Hymenoptera, Diptera and Trichoptera, 
were listed with some taxonomical and ecological 

notes. Among seven microhabitat types distinｭ
guished in the field survey, species richness and 
abundance were particularly high in two types, i.e. 
riffle and woody debris. It is suggested that some 

other microhabitat types, including plane-bed 

channel formed on bedrock and its step and/or 
crack, dripping cliff, pot hole and side pool, are 

important for some specific taxa. 
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